
　
横
浜
が
私
の
魂

　

俳
優
の
余
貴
美
子
さ
ん
は
、
横
浜
生
ま
れ

横
浜
育
ち
で
、
横
浜
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い

る
。
結
婚
す
る
ま
で
は
ず
っ
と
横
浜
に
住
ん

で
い
た
。
今
は
東
京
に
住
ん
で
い
る
が
、
ど

う
し
て
も
足
が
向
い
て
し
ま
う
と
い
う
。

　
「
地
元
愛
が
強
い
か
ら
、
磁
場
の
よ
う
な

感
じ
。
地
元
の
方
た
ち
と
は
小
さ
い
頃
か
ら

家
族
同
様
の
お
つ
き
あ
い
を
し
て
き
た
の
で
、

安
心
感
も
あ
る
ん
で
す
」。

　
「
横
浜
は
外
国
人
も
多
く
、
異
な
る
も
の

を
受
け
入
れ
て
お
も
し
ろ
が
る
気
質
が
あ
る
。

そ
の
せ
い
か
個
性
的
な
方
に
多
く
出
会
え
た

の
が
、
女
優
に
な
っ
て
か
ら
役
立
っ
た
と
思

い
ま
す
」。

　

１
９
５
６
年
、
台
湾
出
身
の
父
と
、
日
本

人
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
親
類
も
一
緒

の
大
家
族
で
育
っ
た
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
商

売
を
し
て
い
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
が
常
に

出
入
り
す
る
家
で
育
っ
た
せ
い
か
、
人
見
知

り
し
な
い
子
だ
っ
た
。
高
校
生
の
こ
ろ
、「
浜

の
マ
リ
ア
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

生
活
習
慣
は
、
日
本
の
友
人
た
ち
と
は

異
な
っ
た
。
誕
生
日
と
い
え
ば
ソ
ー
メ
ン

と
ゆ
で
卵
。「
周
り
の
友
人
た
ち
は
ケ
ー
キ
で

祝
っ
て
も
ら
え
る
の
に
、
ガ
ッ
カ
リ
し
た
も

の
（
笑
）」。
細
く
長
く
、
角
を
立
て
ず
丸
く

お
さ
ま
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

特
別
な
日
に
食
べ
る
も
の

は
そ
の
意
味
合
い
が
重
視

さ
れ
て
い
た
。
昔
か
ら
の

し
き
た
り
や
言
い
伝
え
を

大
切
に
し
て
い
た
。

　

先
祖
も
す
ご
く
大
事
に

し
て
い
た
。「
私
も
幼
い
頃
か
ら
、
祈
る
と
い

う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
て
、
今
で
も
毎
朝

ご
先
祖
さ
ま
の
お
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
、
帰

宅
し
た
と
き
も
ま
っ
先
に
お
参
り
し
ま
す
。

先
祖
の
誰
一
人
欠
け
て
も
自
分
は
存
在
し
な

い
と
思
う
の
で
、
先
祖
を
敬
う
の
は
自
分
自

身
を
戒
め
る
こ
と
で
も
あ
る
ん
で
す
」。

　
平
坦
で
は
な
か
っ
た
役
者
道

　

人
気
ド
ラ
マ『
サ
イ
ン
は
Ｖ
』で
、
ジ
ュ
ン

サ
ン
ダ
ー
ス
役
を
演
じ
た
范
文
雀
さ
ん
は
、

父
方
の
従
姉
妹
。
身
近
に
役
者
が
い
た
の
で
、

芸
能
界
へ
の
憧
れ
が
多
少
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

高
校
卒
業
後
、
就
職
先
に
は
外
資
系
の
銀

行
が
決
ま
っ
て
い
た
。
演
劇
好
き
の
友
人
に

付
き
合
っ
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
ら
、

演
劇
の
舞
台
す
ら
見
に
行
っ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
の
に
、
余
さ
ん
だ
け
が
合
格
し
た
。

　

１
９
７
６
年
、「
自
由
劇
場
」と
い
う
ア
ン

グ
ラ
小
劇
場
に
入
っ
た
。
70
年
代
の
ア
ン
グ

ラ
劇
団
に
は
風
変
わ
り
な
人
が
た
く
さ
ん
い

た
。
殺
人
鬼
の
心
情
を
理
解
す
る
た
め
に
生

き
物
を
殺
し
て
み
た
り
、
棺
お
け
に
入
っ
て

み
た
り
す
る
人
も
い
た
。「
ブ
ス
！
デ
ブ
！
死

ね
！
」
と
な
じ
ら
れ
、
人
格
否
定
は
日
常
茶

飯
事
だ
っ
た
。そ
ん
な
中
、仲
間
た
ち
と
ジ
ャ

ズ
喫
茶
に
た
む
ろ
し
て
演
劇
論
を
戦
わ
せ
る

の
が
楽
し
か
っ
た
。

　

１
９
８
６
年
、
仲
間
た
ち
と
劇
団
「
東
京

壱
組
」
を
旗
揚
げ
す
る
。
劇
団
を
立
ち
上
げ

た
も
の
の
、
仕
事
は
全
く
無
か
っ
た
。
と
に

か
く
貧
乏
だ
っ
た
。
仕
事
を
取
る
た
め
に
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
し
た
。
自
分
た
ち
で

デ
モ
テ
ー
プ
を
作
っ
て
、
テ
レ
ビ
局
に
売
り

込
み
に
行
っ
た
。
間
借
り
し
て
い
る
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
同
士
で
、
仕
事
の
や
り
く
り
を
し

て
い
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
今

の
事
務
所
の
社
長
の
目
に
と
ま
り
、
よ
う
や

く
映
画
出
演
の
チ
ャ
ン
ス
を
手
に
し
た
の

だ
っ
た
。

　

映
画
の
オ
フ
ァ
ー
が
舞
い
込
む
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
の
活
躍
は
目
覚
し
い
。『
学
校

Ⅲ
』で
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
助
演
女
優
賞
、『
兄
弟
』

で
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
個
人
賞
、『
ホ
テ
ル
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
』で
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
助
演
女
優
賞
、

『
お
く
り
び
と
』で
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
助
演

女
優
賞
、『
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
』で
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
助
演
女
優
賞
…
個
性
的

な
映
画
監
督
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
触
発
さ

れ
、
演
技
を
磨
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

女
優
に
開
眼
し
た
と
感
じ
た
の
は
い
つ
か

と
問
う
と
、「
ま
だ
開
眼
し
て
い
な
い
。
役
者

と
し
て
の
自
分
に
対
す
る
疑
問
は
常
に
つ
き

ま
と
っ
て
い
る
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

た
。「
だ
め
だ
ぁ
～
」
が
口
癖
で
、
お
お
ら
か

に
見
え
る
が
、
意
外
に
心
配
性
で
も
あ
る
よ

う
だ
。

　
ず
っ
と
前
か
ら
そ
の
人

　

そ
れ
に
し
て
も
、
底
抜
け
の
明
る
さ
か
ら
、

底
な
し
の
暗
さ
ま
で
。
包
み
込
む
よ
う
な
優

し
さ
か
ら
近
寄
り
が
た
い
こ
わ
も
て
ま
で
。

殺
人
犯
か
ら
陽
気
な
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
ま
で
。

妖
艶
な
美
女
か
ら
化
粧
気
の
な
い
市
井
の
女

性
ま
で
。
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
女
性
の
人
生

を
演
じ
分
け
て
い
る
。

　

違
う
人
間
を
演
じ
る
お
も
し
ろ
さ
が
俳
優

の
魅
力
と
は
い
え
、
余
さ
ん
は
ど
の
役
に

な
っ
て
も
、
か
り
そ
め
に
そ
の
役
を
や
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
ず
っ
と
前
か
ら
「
そ
の

人
」だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
演
じ
る
時
は
、
私
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
人
に
な
る
の
で
、
そ
の
人
の
こ
と
に
つ
い

て
深
く
考
え
ま
す
。
で
も
違
う
人
に
な
る
と

い
う
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
人
間
と
い
う

の
は
謎
だ
ら
け
で
、
人
間
そ
の
も
の
に
興
味

が
あ
る
か
ら
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」。

　

余
談
だ
が
、
対
談
を
終
え
て
帰
り
が
け
、

真
っ
先
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
飛
ん
で

行
き
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

呼
び
、
何
度
も
お
じ
ぎ
を
し
な
が
ら
見
送
っ

て
く
れ
た
。
こ
の
気
働
き
に
、
人
柄
の
良
さ

が
滲
み
出
て
い
る
。

　

有
り
余
る
才
能
を
あ
る
よ
う
に
見
せ
な
い

余
裕
。
余
人
を
も
っ
て
変
え
が
た
い
役
柄
が

多
い
。
話
題
も
豊
富
で
、
持
て
余
す
こ
と
が

な
い
。
余
り
に
も
と
き
め
く
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
が
余
さ
ん
の
余
さ
ん
た
る
ゆ
え
ん
だ
。
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村
上
信
夫

171

■村上信夫プロフィ−ル

2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
この4月からは、全国を回り「嬉しい言
葉の種まき」をしながら、文化放送『日曜
はがんばらない』（毎週日曜10:00～）、
ABCラジオ『osaka歴史ロマン』（毎週
月曜18:35～）、月刊『清流』連載対談
～ときめきトークなど、新たな境地を開
いている。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『ラジオが好き!』（海竜社）
『ことばのビタミン』（近代文芸社）
『いのちの対話（共著）』（集英社）など。

好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

月
二
回　

第
二
・
第
四
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
ま
し
た
。

誰
で
も
す
ぐ
に
吹
け
ま
す

入
会
受
付
中
�

講師  イネ・セイミ
《フルート奏者  指導歴30年》

1レッスン・1時間5,000円（ティータイム付）

何
か
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
貴
女
へ
。

数
年
後
、素
敵
に

フ
ル
ー
ト
を
奏
で
る
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
個
人
レ
ッ
ス
ン

致
し
ま
す
♪

申込み
お問合せ

0569-89-7127
seimiine@oasis.ocn.ne.jp

俳画／イネ・セイミ

　

違
う
人
に
な
る
の
は
楽
し
い

〜
俳
優　

余

貴
美
子
さ
ん
〜　
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（
７
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
平
成
25
年　

常
滑
市
成
人
式
・
十
三

日（
日
）開
場　

午
前
十
時　

開
演　

同
十
一
時（
～
午
後
一
時
）　

入
場　

関

係
者
の
み　

問
合
せ　

常
滑
市
教
育

委
員
会　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
43
─
５
１
１
１

▼
管
楽
器
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト

　

知
多
地
区
大
会　

中
学
校
の
部
・

二
十
日（
日
）開
場　

午
前
九
時
十
五

分　

開
演　

同
九
時
半（
～
午
後
五
時

半
）　

入
場
料　

四
百
円　

問
合
せ　

愛
知
県
小
中
学
校
吹
奏
楽
連
盟　

知

多
支
部（
阿
久
比
中
学
校
）　

☎
48
─

０
０
５
０（
山
嵜
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
常
滑
書
道
会
新
春
書
展
・
五
日（
土
）

～
十
四
日（
月
・
祝
）

▼
グ
ル
ー
プ
向
日
葵
油
絵
展
・
十
六
日

（
水
）～
二
十
五
日（
金
）

▼
油
絵
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
作
品
展
・
二
十
六

日（
土
）～
二
月
六
日（
水
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展「
常
滑
の
急
須
・
茗
壺
展
」・

～
二
月
二
十
四
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
全
知
多
中
学
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
・
五
日（
土
）、六
日

（
日
）

▼
常
滑
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
小
学
生
イ
ン

ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
・
十
三
日

（
日
）

▼
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
・
十
四
日（
月
・
祝
）

▼
高
校
新
人
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
知
多
支
部
予
選
・
十
九
日

（
土
）

▼
ウ
ィ
ン
グ
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
・
二
十
日（
日
）

▼
高
校
新
人
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
・
二
十
六
日（
土
）

▼
混
合
団
体
戦
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・

二
十
七
日（
日
）

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
市
民
講
座
Ⅱ　
「
地
層
か
ら
み
た
知

多
半
島
・
伊
勢
湾
周
辺
地
域
の
成
り

立
ち
」・
二
月
六
日
、十
三
日
、二
十
日
、

二
十
七
日（
毎
週
水
曜
日　

全
四
回
）

午
前
十
時
～
同
十
一
時
半　

内
容　

第
一
回「
常
滑
市
・
知
多
半
島
の
地
質
」

　

第
二
回「
中
部
国
際
空
港
周
辺
の
地

質
」　

第
三
回「
知
多
半
島
の
活
断
層
」

　

第
四
回「
東
日
本
大
震
災
と
南
海
ト

ラ
フ
の
巨
大
地
震
」　

講
師　

牧
野
内

猛
さ
ん（
名
城
大
学
理
工
学
部
環
境
創

造
学
科
教
授
）　

場
所　

中
央
公
民
館

学
習
室
１　

対
象　

市
内
在
住
在
勤

の
人　

定
員　

三
十
名（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）　

受
講
料　

無
料　

申
込
み
期
限　

三
十
日（
水
）　

申
込

み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
43
─
５
１
１
１

▼
文
化
教
室
Ⅱ　
「
ト
コ
ナ
メ
食

堂
」・
二
十
九
日
、二
月
五
日
、十
九
日
、

二
十
六
日（
火
曜
日　

全
四
回
）午
前

十
時
～
午
後
一
時　

内
容　

楽
し
く

美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に
な
れ
る
食

事
づ
く
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。食
べ
方

や
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
、

流
行
の
調
味
料
も
取
り
入
れ
た
料
理

教
室
で
す　

講
師　

松
原
容
子
さ
ん

　

場
所　

中
央
公
民
館
料
理
室　

対

象　

市
内
在
住
在
勤
の
人　

定
員　

二
十
名　

受
講
料　

千
六
百
円　

材

料
費　

二
千
円　

持
ち
物　

エ
プ
ロ

ン
、三
角
き
ん
、ふ
き
ん
三
枚
、筆
記
用

具　

申
込
み
期
限　

十
六
日（
水
）　

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課　

☎
43
─
５
１
１
１

◎
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
創
作
ク
ラ
ブ「
ち
ゅ
う
が
え
り
だ

ぜ
ー
（
じ
し
ゃ
く
の
ふ
し
ぎ
）」・
四
日

（
金
）～
三
十
一
日（
木
）午
前
九
時
～

午
後
四
時
半　

内
容　

厚
紙
や
牛

乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
箱
に
磁
石
を
貼

り
、磁
石
の
反
発
力
を
利
用
し
た
お
も

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

良
寛
と
宮
沢
賢
治（
そ
の
12
）

　

３
回
に
亙
っ
て
、良
寛
と
賢
治

に
と
っ
て
大
切
な
経
典
で
あ
っ

た『
法
華
経
』の
概
要
、良
寛
の

「
法
華
讃
」、賢
治
の「
法
華
文
学
」

に
つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、宮
沢
賢
治
の
生
涯
に

お
け
る
大
事
件
で
あ
り
、賢
治
を

完
全
無
欠
な
聖
者
と
し
て
崇
拝

し
て
い
る
人
た
ち
が
賢
治
の
唯

一
の
汚
点
と
考
え
、で
き
た
ら
避

け
て
通
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

「
国こ

く

柱ち
ゅ
う

会か
い

入
会
と
家
出
上
京
」に

つ
い
て
書
き
ま
す
。

◎
賢
治
と
国
柱
会

　

賢
治
は
、24
歳
の
大
正
９
年
10

月
に
国
柱
会
に
入
会
し
、37
歳
で

死
ぬ
ま
で
会
員
で
し
た
。
後
年

は
や
や
疎
遠
に
な
り
ま
す
が
、国

柱
会
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い

ほ
ど
強
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

田
中
智ち

学が
く 

（
１
８
６
１
～

１
９
３
９
）が
大
正
３
年
に
創
立

し
た
国
柱
会
と
は
ど
ん
な
団
体

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
国
柱

会
創
始
の
宣
言
」に
は
こ
う
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
「
国
柱
会
と
は
、専
ら
国
聖
日

蓮
大
士
の
解
決
唱
導
に
基
づ
き

て
、日
本
建
国
の
元
意
た
る
道
義

的
世
界
統
一
の
浩こ

う

猷い
う

を
発
揮
し

て
、一
大
正
義
の
下
に
四
海
の
帰

一
を
早
め
、も
っ
て
世
界
の
最
終

公
明
、人
類
の
究く

っ

竟き
ょ
う

救
済
を
実

現
す
る
に
努
む
る
を
以
て
主
義

と
為
し
、之
を
研
究
し
之
を
体
現

し
、之
を
遂
行
す
る
を
以
て
事
業

と
な
す
」

　

日
蓮
の「
一
天
四
海
皆
帰
妙

法
」と
神
武
天
皇
の「
世
界
一
家

六り
く

合ご
う

一
都
」を
結
合
し
た
よ
う
な

宗
教
団
体
で
し
た
。
創
始
者
の

田
中
智
学
は
、昭
和
２
年
に
神
国

日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
ス
ロ
ー

ガ
ン「
八は

っ

紘こ
う

一い
ち

宇う

」を
考
え
出
し

た
人
物
で
す
。
今
か
ら
考
え
る

と
、明
治
・
大
正
・
昭
和
の「
戦
争

と
侵
略
」を
煽あ

お

っ
た
重
要
人
物

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。そ

の「
戦
争
と
侵
略
」を
扇
動
し
た

張
本
人
が
創
立
し
た
国
柱
会
に
、

宮
沢
賢
治
は
入
会
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、大
正
10
年
１
月
、国
柱

会
で
働
く
た
め
に
無
断
で
家
を

飛
び
出
し
た
の
で
す
。ど
う
し
て

賢
治
は
、こ
う
し
た
無
謀
な
こ
と

を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
正
７
年
４
月
に
、国
柱
会

は
、上
野
桜
木
町
に
国
柱
会
館
を

建
設
し
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

賢
治
は
、同
年
12
月
に
、妹
の

ト
シ
が
入
院
し
た
と
の
知
ら
せ

を
受
け
て
、母
親
の
イ
チ
と
上
京

し
、看
病
し
ま
す
。こ
の
在
京
中

に
、前
年
に
落
成
し
た
会
館
を
訪

れ
、田
中
智
学
の
講
演
を
25
分
聞

い
て
い
ま
す
。そ
れ
以
前
に
、田

中
智
学
の『
本ほ

ん

化げ

摂し
ょ
う

折し
ゃ
く

論ろ
ん

』な
ど

の
著
述
を
読
ん
で
お
り
、賢
治
は

ま
す
ま
す
日
蓮
や
国
柱
会
に
傾

倒
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

18
歳
の
時
に『
法
華
経
』を
読

ん
で
感
動
し
た
賢
治
は
、父
親
の

浄
土
真
宗
の
世
界
と
対
立
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

法
華
経
の
抽
象
的
世
界
だ
け
で

は
、あ
ら
ゆ
る
点
で
優
位
に
立
つ

父
親
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ

ん
。そ
こ
で
賢
治
は
、日
蓮
と
い

う
行
動
者
を
選
び
、さ
ら
に
国
柱

会
と
い
う
過
激
な
行
動
団
体
に

参
加
し
、そ
こ
を
砦
と
し
て
、難

攻
不
落
の
父
親
と
戦
お
う
と
し

た
の
で
す
。
国
柱
会
が
国
家
主

義
的
な
危
険
な
行
動
を
取
っ
て

い
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
も
、

切
羽
詰
ま
っ
た
賢
治
は
、25
歳
の

時
、無
謀
と
も
い
え
る
家
出
を
敢

行
し
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
時
の
様
子
を
、賢
治
は
、

親
戚
の
関
徳
弥（
賢
治
と
同
時
に

国
柱
会
に
入
会
し
て
い
た
）に
次

の
よ
う
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
「
何
と
し
て
も
最
早
出
る
よ
り

仕
方
な
い
。
明
日
に
し
よ
う
か

明
後
日
に
し
よ
う
か
と
23
日（
大

正
10
年
１
月
23
日
）の
暮
れ
方
、

店
の
火
鉢
で
一
人
考
え
て
お
り

ま
し
た
。そ
の
時
、頭
の
上
の
棚

か
ら
御
書
が
二
冊
と
も
、ば
っ
た

り
背
中
に
落
ち
ま
し
た
。さ
あ
、

も
う
今
だ
。
時
計
を
見
た
ら
４

時
半
で
す
。
汽
車
は
５
時
12
分

で
す
。す
ぐ
台
所
へ
行
っ
て
手
を

洗
い
、御
本
尊（
入
会
時
に
国
柱

会
か
ら
授
与
さ
れ
た
十
界
曼ま

ん

荼だ

羅ら

）を
箱
に
納
め
奉
り
、御
書
と

一
所
に
包
み
、洋
傘
を
一
本
持
っ

て
、急
い
で
店
か
ら
出
ま
し
た
」

　

賢
治
は
上
京
す
る
と
直
ぐ
に

国
柱
会
館（
国
柱
会
中
央
事
務

所
）を
訪
れ
、「
な
ん
で
も
し
ま
す

か
ら
こ
こ
に
置
い
て
下
さ
い
」と

頼
み
ま
し
た
。し
か
し
、応
対
に

出
た
国
柱
会
理
事
の
高た

か

知ち

尾お

智ち

耀よ
う

に「
ひ
と
ま
ず
親
戚
の
家
に
落

ち
着
い
て
下
さ
い
」と
言
わ
れ
、

父
の
知
人
の
家
で
一
泊
し
ま
す
。

そ
の
後
の
１
週
間
の
様
子
を
、賢

治
は
親
友
の
保ほ

阪さ
か

嘉か

内な
い

宛
の
手

紙
に
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
１
週
間
は
色
々
の
事
が

あ
り
ま
し
た
。
上
野
に
着
い
た

ら
、お
金
が
４
円
ば
か
り
し
か
無

く
、あ
て
に
し
て
来
た
国
柱
会
に

は
断
ら
れ
、実
に
散
々
の
体て

い

で
し

た
。
御
本
尊
と
御
書
と
洋
傘
一

本
、袴
も
な
く
帽
子
も
な
く
、筒

袖
の
着
物
、着
の
身
着
の
ま
ま
明

治
神
宮
に
詣ま

い

っ
た
り
、次
か
ら
次

と
仕
事
を
た
ず
ね
た
り
し
ま
し

た
」

　

賢
治
は
、本
郷
の
３
畳
の
狭
い

部
屋
に
下
宿
し
、東
大
赤
門
前
の

文
信
社
で
ガ
リ
版
切
り
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
ま
す
。そ
し
て
、

午
前
中
は
筆
耕
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
、午
後
は
夜
の
10
時
ま
で
国

柱
会
の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ

り
、そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
童
話

を
精
力
的
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
東
京
で
の
苦
難
の
生
活

は
、８
月
中
旬
、家
か
ら「
ト
シ
、

ビ
ョ
ウ
キ
、ス
グ
カ
エ
レ
」の
電

報
が
来
て
、急
い
で
花
巻
に
帰

る
、と
い
う
結
末
を
迎
え
ま
し

た
。
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

限
界
で
、そ
ろ
そ
ろ
帰
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
頃
に
届
い
た
電
報

で
し
た
。
賢
治
に
と
っ
て「
渡
り

に
船
」と
い
っ
た
幸
運
な
電
報
で

し
た
。ま
た
、客
観
的
に
も
、賢
治

が
国
柱
会
の
国
体
主
義
的
な
思

想
に
染
め
上
げ
ら
れ
な
い
内
に

脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
か
ら
、幸
運
な
電
報
だ
っ
た
と

言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

◎
親
友
と
の
決
別

　

し
か
し
、そ
の
１
カ
月
前
に
、

賢
治
は
親
友
・
保
阪
嘉
内
と
決
別

す
る
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
保
阪
は
、賢
治
の

人
生
に
お
い
て
、妹
の
ト
シ
と
同

じ
く
ら
い
重
要
な
存
在
で
し
た
。

　

現
存
し
て
い
る
賢
治
の
手
紙

は
４
８
８
通
で
す
。
東
北
砕
石

工
場
主
の
鈴
木
東
蔵
へ
の
業
務

報
告
が
１
１
７
通
。
父
親
の
政

次
郎
に
出
し
た
手
紙
が
95
通
。そ

し
て
、友
人
の
保
阪
へ
の
手
紙
が

72
通
。

　

保
阪
嘉
内
は
、賢
治
と
同
い
年

で
、山
梨
県
出
身
の
盛
岡
高
等
農

林
学
校
時
代
の
学
友
で
す
。
賢

治
た
ち
と
同
人
誌「
ア
ザ
リ
ア
」

を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
こ
に

発
表
し
た
過
激
な
文
章
の
た
め

に
退
学
処
分
を
受
け
ま
す
。
保

阪
は
北
大
を
受
験
し
よ
う
と
東

京
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、間

も
な
く
母
親
が
他
界
。
母
の
死

を
機
会
に
受
験
を
断
念
し
、故
郷

で
農
耕
生
活
を
始
め
よ
う
と
決

意
し
ま
す
。
一
方
、賢
治
は
卒
業

後
、家
業
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら

悶
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
、賢
治

は
、保
阪
に
法
華
経
を
信
仰
す
る

よ
う
に
と
激
し
く
誘
い
を
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

農
村
で
の
生
活
も
明
る
い
も

の
で
な
い
と
感
じ
た
保
阪
は
、

大
正
８
年
12
月
、東
京
駒
場
へ

一
年
志
願
兵
と
し
て
入
営
し
ま

す
。
翌
年
、11
月
末
日
を
も
っ
て

除
隊
。
少
し
前
に
賢
治
は
国
柱

会
に
入
会
し
て
い
ま
し
た
。そ
し

て
、保
阪
に
も
入
会
す
る
よ
う
に

強
く
勧
誘
し
ま
す
。
誠
実
な
保

阪
は
、本
気
で
法
華
経
や
日
蓮
の

研
究
を
し
よ
う
と
決
心
し
ま
す
。

す
る
と
、今
度
は
家
を
出
た
と
い

う
賢
治
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り

ま
す
。「
突
然
出
京
致
し
ま
し
た
。

進
退
き
わ
ま
っ
た
の
で
す
」

　

保
阪
は
、友
の
思
い
切
っ
た
行

動
を
知
っ
て
、「
自
分
も
家
を
出

て
上
京
し
よ
う
か
と
思
う
が
、国

柱
会
へ
の
入
会
は
ま
だ
考
え
て

い
な
い
」と
賢
治
へ
葉
書
を
出
し

ま
す
。
賢
治
は
す
ぐ
に
返
信
し

ま
す
。し
か
し
、そ
の
手
紙
の
中

で
、賢
治
は「
お
父
さ
ん
や
弟
さ

ん
を
棄
て
る
な
ん
ど
は
私
な
ら

ば
致
し
ま
せ
ん
。
絶
対
そ
ん
な

事
は
い
け
ま
せ
ん
」と
書
き
ま
し

た
。
自
分
は
両
親
や
弟
妹
を
棄

て
て
上
京
し
た
の
に
、友
人
に
は

「
そ
ん
な
事
は
い
け
ま
せ
ん
」と

諭
し
た
の
で
す
。
保
阪
の
心
に

迷
い
が
生
じ
、賢
治
か
ら
離
れ
て

行
き
ま
す
。
保
阪
は
自
分
自
身

の
人
生
を
踏
み
出
し
、７
月
１
日

付
け
で
甲
種
勤
務
演
習
に
応
召

し
、再
び
東
京
の
兵
舎
に
入
営
し

ま
し
た
。７
月
18
日
に
賢
治
と
再

会
。そ
し
て
決
別
。

　

８
月
中
旬
、心
身
と
も
に
疲
弊

し
て
い
た
賢
治
に
、ト
シ
の
病
気

を
知
ら
せ
る
電
報
が
届
き
ま
し

た
。
賢
治
、急
遽
帰
郷
。

（91）
国　柱　会　館 杉 

本 

武 

之

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

暴
走
族
新
聞
（
９
月
11
日
付
）

　

新
し
い
班

　

二
学
期
に
な
っ
て
新
し
い
班

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
は
、
一
学
期
の
班
の

子
と
別
れ
て
今
、
班
の
名
を
決

め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
班
の
名
前
は
「
暴

走
族
」
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ど
こ

ろ
か
、
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
暴
走
族
の
よ
う
に

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
テ
ス
ト
の

平
均
点
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
た
り

し
て
、
み
ん
な
に
負
け
な
い
よ

う
な
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
い
る

と
思
い
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

班
で
か
か
り
（
活
動
）
を

　

二
学
期
に
な
っ
て
班
で
係
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
班
は
「
あ
す
の
予

定
」
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
一
人
一
人
、
順
番
に
あ
す

の
予
定
を
聞
き
に
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
も
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
君
が
転
校

　

二
学
期
の
始
ま
る
前
、
Ｂ
・

Ｙ
君
が
転
校
（
鹿
児
島
県
）
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

男
女
あ
わ
せ
て
四
十
一
人

だ
っ
た
の
に
、
四
十
人
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

男
子
二
十
人
女
子
二
十
人
と

同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

＊
二
十
歳
の
年
、
名
古
屋
テ
レ
ビ

塔
下
で
の
同
級
会
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
美
男
子（
イ
ケ
メ
ン
）

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ガ
タ
ガ
タ
新
聞（
９
月
○
日
付
）

　

学
級
ニ
ュ
ー
ス

　

二
組
男
子
対
四
組
男
子
の

　

ソ
フ
ト
の
試
合

　

九
月
十
九
日
の
六
時
間
目
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
行

な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、

Ａ
組
：
９
対
６
で
勝
ち

Ｂ
組
：
10
対
10
で
引
き
分
け

で
し
た
。

　

み
ん
な
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

＊
い
つ
も
土
曜
日
に
練
習
し
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。「
や
れ
ば

で
き
る
。
や
れ
ば
勝
て
る
」
の

合
い
言
葉
で
！

梅
干
新
聞
（
10
月
３
日
付
）

　
「
青
空
歌
集
」

　

朝
の
会
や
給
食
の
前
の
時
間

を
利
用
し
て
青
空
歌
集
の
歌
を

歌
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
歌
を

全
部
、
お
ぼ
え
よ
う
。

　

ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス

　

10
月
１
日
に
市
内
小
中
学
校

音
楽
会
が
南
陵
中
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。

合
唱
部
の
子
の
感
想　

常
滑
中

　

の
合
唱
が
う
ま
い
と
思
い
ま

　

し
た
。
私
た
ち
の
歌
の
一
部

　

分
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

吹
奏
部
の
子
の
感
想　

意
外
と

　

あ
が
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
満

　

足
に
吹
け
な
か
っ
た
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（202）　
　

氏  

原  

朝  

信

「
班
別
新
聞
」と
学
級
通
信
・
文
集「
ス
ク
ラ
ム
」⑻

材
料

作
り
方

あけましておめでとうございます。おいしい物を食べすぎて
そろそろ胃を休めたいところですね。そこでお豆腐と豆乳で
カロリーダウン！！今年も健康第一で過してゆきましょう！！

豆乳豆腐汁簡単！

❶鍋にⒶを入れ中火にかけ煮立ったらⒷを入れる。
　その後、弱火で1分煮て火を止めそのままⒷが沈むのを待つ。
❷①をざるでこし、鍋に入れ煮立てⒸを加え煮立つ直前に
　Ⓓを加えⒹが温まったらⒺで味を調整する。
❸②を器によそいⒻを盛りつける。

◦水　　　…… 1,000㎖
◦昆　　布…… 10㎝くらい Ⓐ

◦かつお節…… 15gくらい Ⓑ
◦豆　　乳…… 500㎖
◦塩　　　…… 小さじ1〜1.5 Ⓒ

◦豆　　腐…… 2丁 Ⓓ
◦しょうゆ…………… 適量
◦根しょうが Ⓔ
　（すりおろし）……… 適量
◦すりごま…………… 適量
◦このみで刻みネギ… 適量 Ⓕ

☆豆腐は大鍋、土鍋で調理して皆で囲んで
　取り分けて食べてもよいですね。
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不
倫

　

部
屋
は
ム
ー
ド
ラ
ン
プ
だ
け
で
う
す
暗
い
。前
島
は
音
楽
の
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
た
。

　

白
い
カ
ー
テ
ン
を
通
し
て
横
浜
港
に
映
る
ネ
オ
ン
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

ム
ー
ド
を
高
め
た
。天
野
は
窓
の
カ
ー
テ
ン
を
少
し
開
け
て
眼
下
を
見
下
ろ
し

て
い
た
。

「
素
敵
な
夜
で
す
ね
」

　

そ
ば
に
前
島
が
寄
り
添
っ
て
い
た
。

「
ダ
ン
ス
を
し
よ
う
か
」

「
…
」

　

天
野
は
自
然
と
前
島
の
差
し
伸
ば
し
た
右
手
を
軽
く
握
り
、片
方
の
手
を
肩

に
の
せ
た
。

　

曲
は
ブ
ル
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

二
人
は
手
を
強
く
握
っ
て
は
、し
ば
ら
く
す
る
と
緩
め
た
か
と
思
う
と
再
び

一
段
と
強
く
握
っ
た
。天
野
の
手
が
し
っ
と
り
濡
れ
て
い
る
。

―
男
は
女
の
顔
や
気
立
て
に
惚
れ
る
が
、女
は
男
が
女
に
与
え
る
喜
び
、つ
ま
り

は
セ
ッ
ク
ス
技
に
惚
れ
る
と
い
う
定
説
が
あ
る
。何
で
あ
の
ぶ
男
が
美
女
に
持

て
る
の
か
と
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
こ
の
定
説
を
思
い
出
す
と

理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

天
野
は
酔
い
も
重
な
っ
て
気
分
は
す
っ
か
り
昂
揚
し
て
い
た
。「
抱
い
て
ほ
し

い
」と
い
う
性
本
能
を
無
意
識
の
う
ち
に
感
じ
て
い
た
。体
全
体
が
ほ
て
っ
て
い

る
。

　

前
島
は
チ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら
体
を
強
く
合
わ
せ
る
よ
う
に
抱
き
締
め

た
。天
野
が
燃
え
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。耳
た
ぶ
に
そ
っ
と
唇
を
あ
て
、

あ
ま
り
間
を
お
か
ず
に
耳
の
内
側
に
舌
を
滑
ら
し
な
が
ら
愛
撫
す
る
と
、天
野

は
ピ
ッ
ク
と
緊
張
し
た
か
と
思
う
と
、の
け
ぞ
る
よ
う
な
体
形
に
な
り
な
が
ら

心
地
よ
さ
を
感
受
し
て
い
た
。頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
外
耳
道
の
奥
深
く
へ
と

舌
を
入
れ
る
と
、天
野
は
大
き
く
体
を
揺
す
る
よ
う
に
し
て「
あ
あ
…
」と
大
き

な
う
め
き
声
を
発
し
た
。

　

や
が
て
天
野
の
姿
勢
が
元
に
戻
る
と
前
島
は
口
づ
け
を
し
た
。は
じ
め
は
軽

く
し
て
い
た
が
、そ
の
う
ち
デ
ィ
ー
プ
キ
ッ
ス
を
続
け
た
。

　

天
野
は
全
身
で
も
だ
え
る
よ
う
に
な
り
、二
人
は
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
た
。白
い

シ
ー
ツ
の
上
で
次
々
と
衣
服
や
下
着
を
は
ぎ
取
っ
て
抱
き
合
っ
た
。二
人
は
何

も
か
も
忘
れ
激
し
く
燃
え
た
。前
島
は
初
め
て
セ
ッ
ク
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
た
。も
う
天
野
聖
子
と
は
離
れ
ら
れ
な
い
。

　

天
野
は
初
体
験
で
な
か
っ
た
。学
生
時
代
に
経
験
を
し
て
い
た
が
、こ
れ
ほ
ど

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
の
中
で
の
セ
ッ
ク
ス
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。ま
っ

た
く
新
し
い
経
験
の
よ
う
で
新
鮮
で
あ
っ
た
。し
ば
ら
く
酔
い
も
重
な
っ
て
夢

心
地
の
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
た
。

　

前
島
は
我
に
か
え
る
と
、す
ぐ
浴
室
に
入
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
で
体
を
洗
っ
た
。再

び
ベ
ッ
ド
に
入
り
そ
の
ま
ま
朝
ま
で
眠
っ
た
。

　

朝
、部
屋
の
照
明
を
明
る
く
す
る
と
、隣
の
ベ
ッ
ド
に
い
た
天
野
の
姿
が
な

か
っ
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
に「
早
目
に
失
礼
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。聖
子
」と

メ
モ
書
き
が
残
っ
て
い
た
。

　
「
な
ん
と
す
て
き
な
女ひ

性と

だ
ろ
う
」と
、前
島
は
メ
モ
を
握
り
つ
ぶ
し
な
が
ら

昨
晩
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
い
た
。次
の
瞬
間
、天
野
は
な
ぜ
、体
を
許
し
た

の
だ
ろ
う
か
。ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、彼
女
の
方
が
積
極
的
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。「
俺
を
独
身
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
、う
ま
く
行
き
す
ぎ
た
不
倫

行
為
に
影
を
感
じ
る
が
、す
ぐ「
あ
の
女ひ

性と

を
離
し
た
く
な
い
」と
い
う
気
持
ち

が
高
ま
る
。

　

恵
美
と
は
早
晩
、離
婚
す
る
気
分
が
支
配
的
で
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
ほ
ど
罪
の

意
識
は
な
い
。天
野
は
自
分
と
結
婚
す
る
つ
も
り
で
体
を
許
し
た
の
か
。

―
庶
務
の
女
性
が
か
つ
て
社
内
不
倫
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
が
、俺
も
そ
の

う
ち
彼
女
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
俎そ

上じ
ょ
う

に
乗
せ
ら
れ
る
の
か
。そ
ん
な
こ
と
に

な
れ
ば
、会
社
に
お
れ
な
く
な
る
。天
野
を
得
意
先
の
接
待
に
同
席
さ
せ
、し
か

も
二
人
で
一
夜
を
過
ご
し
た
経
費
は
す
べ
て
社
用
扱
い
に
し
て
い
る
。ば
れ
る

と
処
分
の
対
象
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

ホ
テ
ル
で
朝
食
を
と
り
な
が
ら
、天
野
と
の
逢
瀬
は
続
け
て
も
、恵
美
と
は
離

婚
し
て
身
ぎ
れ
い
に
し
て
お
け
ば
問
題
は
な
い
と
、自
分
流
の
解
釈
を
す
る
こ

と
で
も
や
も
や
の
気
分
が
消
え
て
い
く
。

　

朝
、会
社
に
出
る
と
、天
野
は
す
で
に
席
に
つ
い
て
い
た
。

「
お
は
よ
う
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

天
野
は
昨
日
と
同
じ
グ
レ
ー
の
ツ
ー
ピ
ー
ス
の
服
装
で
あ
っ
た
。昨
夜
の
こ

と
は
何
も
な
か
っ
た
顔
を
見
せ
て
い
た
。

「
お
い
、今
日
の
経
済
紙
の
記
事
、読
ん
だ
か
。だ
か
ら
全
体
会
議
の
招
集
を
昨

日
か
ら
呼
び
か
け
て
い
た
の
だ
な
」

　

同
僚
の
Ｙ
が
前
島
の
席
に
や
っ
て
き
た
。

「
本
当
か
」

「
お
前
に
は
電
話
な
か
っ
た
の
か
」

「
な
か
っ
た
。お
か
し
い
な
。携
帯
の
電
池
が
切
れ
て
い
る
」

「
直
行
届
を
し
て
い
な
い
者
に
は
電
話
が
な
か
っ
た
そ
う
だ
」

「
と
こ
ろ
で
、記
事
に
は
ど
う
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
」

「
う
ち
が
Ｅ
社
と
半
導
体
部
門
で
提
携
す
る
と
い
う
の
だ
。近
い
将
来
、別
会
社

に
し
て
独
立
さ
せ
、両
社
の
半
導
体
部
門
を
そ
こ
へ
移
行
さ
せ
る
そ
う
だ
。そ

の
た
め
提
携
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
と
書
い
て
あ
る
」

「
ど
う
し
て
」

「
要
す
る
に
国
内
の
半
導
体
は
設
備
過
剰
の
上
、汎
用
性
の
半
導
体
で
韓
国
や

台
湾
に
追
い
上
げ
ら
れ
、急
速
に
国
際
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
と

い
う
」

「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
大
波
が
来
て
い
る
の
か
」

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」

「
お
前
、そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
か
」

「
先
日
、お
前
を
誘
っ
て
飲
ん
だ
時
に
、近
く
何
か
が
起
こ
る
こ
と
を
予
告
し
た

は
ず
だ
よ
。俺
も
明
確
な
情
報
を
持
っ
て
い
て
話
し
た
わ
け
で
は
な
い
。要
す

る
に
勘
だ
け
で
そ
う
思
っ
た
ま
で
だ
」

「
そ
れ
は
そ
う
だ
が
、そ
れ
は
も
っ
と
先
の
こ
と
だ
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
」

「
俺
も
こ
れ
ほ
ど
急
転
直
下
、事
態
が
変
わ
る
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
」

「
だ
か
ら
両
社
の
幹
部
は
今
日
の
記
事
を
会
社
が
リ
ー
ク
し
た
こ
と
を
事
前
に

知
っ
て
い
た
の
だ
な
。そ
う
で
な
い
と
昨
日
か
ら
全
体
会
議
の
通
知
は
で
き

な
い
は
ず
だ
よ
」

　

そ
の
う
ち
得
意
先
か
ら
記
事
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
鳴
り
だ
し

た
。

「
我
々
も
寝
耳
に
水
な
の
で
す
。い
ま
か
ら
会
議
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
こ
で
詳

細
に
つ
い
て
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。後
ほ
ど
、連
絡
し
ま
す
」

　

天
野
も
前
島
が
電
話
中
の
時
は
、代
わ
っ
て
電
話
応
対
を
し
て
い
た
。

「
後
ほ
ど
、前
島
か
ら
電
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
」

「
昨
日
お
会
い
し
ま
し
た
Ｎ
社
の
担
当
者
の
方
で
す
が
、水
臭
い
と
と
言
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
」

「
そ
う
だ
な
。怒
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
」

　

部
長
や
次
長
は
席
に
い
な
い
。早
朝
か
ら
会
議
を
開
き
、全
体
会
議
の
前
に
情

報
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。十
時
近
く
に
な
っ
て
二
人
の
幹
部
は
席
に
戻
っ
て
き

た
。

「
十
時
か
ら
ホ
ー
ル
で
全
体
会
議
を
開
き
ま
す
の
で
、庶
務
の
人
を
残
し
て
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

会
議
で
は
常
務
取
締
役
研
究
所
長
が
マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
た
。

―
本
日
の
記
事
を
見
ら
れ
て
驚
か
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。記
事
は
概
ね
正
し

い
の
で
す
が
、実
際
に
提
携
や
別
会
社
に
す
る
こ
と
は
、ず
っ
と
先
の
こ
と
で
す
。

と
り
あ
え
ず
両
社
で
検
討
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。し
た

が
い
ま
し
て
皆
さ
ん
は
冷
静
に
な
っ
て
、こ
れ
ま
で
通
り
業
務
に
専
念
し
て
く

だ
さ
い
。

　

会
議
は
わ
ず
か
五
分
程
度
で
終
わ
っ
た
。

　

前
島
ら
が
席
に
戻
る
と
、部
長
が「
今
後
、両
社
の
間
で
話
合
い
が
進
展
し
ま

し
た
ら
、ご
連
絡
し
ま
す
の
で
、外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、そ
う
い
う
話

し
合
い
が
ト
ッ
プ
の
間
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、ま
だ
先
の
こ
と
で

具
体
化
し
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」と
簡
単
に
説
明

し
て
部
会
は
終
わ
っ
た
。

「
前
島
、今
晩
、空
い
て
い
る
か
」

「
あ
あ
、空
い
て
い
る
」

「
こ
の
前
の
店
で
七
時
に
会
お
う
」

「
わ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
、天
野
の
方
を
見
た
。

　

天
野
は
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
、お
客
か
ら
電
話
が
続
い
た
。昼
休
み
の
時
間
が
き
た
の
で
、前
島

は
天
野
に「
昼
飯
に
行
こ
う
か
」と
誘
っ
た
。天
野
は
バ
ッ
グ
を
肩
に
か
け
て
前

島
の
後
に
続
い
た
。

「
東
京
に
出
よ
う
か
」

　

二
人
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
か
ら
東
京
駅
に
出
て
丸
の
内
側
の
ホ
テ
ル
に
入
っ
て
昼

食
を
と
っ
た
。

「
今
朝
、食
事
し
た
の
」

「
駅
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
店
で
簡
単
に
と
り
ま
し
た
。そ
こ
で
経
済
紙
を
見
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。だ
か
ら
で
き
る
だ
け
早
く
会
社
に
行
こ
う
と
、思
っ
た

の
で
す
」

「
そ
う
か
」

「
す
で
に
部
長
や
次
長
さ
ん
ら
は
来
て
お
ら
れ
、す
ぐ
に
部
屋
を
出
ら
れ
ま
し

た
」

「
早
い
ね
」

と
、次
長
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、「
新
聞
を
見
て
心
配
に
な
っ

て
早
く
来
ま
し
た
」と
伝
え
た
。だ
か
ら
不
思
議
に
思
わ
れ
な
か
っ
た
と
付
け
加

え
た
。

「
と
こ
ろ
で
、天
野
さ
ん
、ま
た
会
え
る
ね
」

「
…
」

「
今
月
末
の
歓
迎
会
の
あ
と
、横
浜
の
ホ
テ
ル
を
予
約
し
て
お
く
の
で
、前
島
の

部
屋
番
号
を
聞
い
て
来
て
ほ
し
い
」

「
は
い
」

と
、天
野
は
か
細
い
声
を
絞
り
出
す
よ
う
に
し
て
返
事
を
し
た
。

　

天
野
は
田い

舎な
か

か
ら
東
京
に
出
て
下
宿
生
活
を
し
て
い
た
。そ
の
頃
、英
会
話
ク

ラ
ブ
の
先
輩
と
知
り
合
い
恋
人
関
係
に
な
っ
た
。先
輩
は
卒
業
と
同
時
に
、ア
メ

リ
カ
の
大
学
へ
行
く
と
言
っ
て
天
野
の
前
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

天
野
は
悲
嘆
に
く
れ
た
が
、時
間
が
経
つ
と
と
と
も
に「
体て

い

よ
く
振
ら
れ
た
」

こ
と
を
知
っ
た
。と
い
う
の
は
、ク
ラ
ブ
の
友
人
か
ら「
先
輩
は
四
国
の
実
家
で

家
業
を
継
ぐ
た
め
に
帰
り
、地
元
の
有
力
な
政
治
家
の
娘
さ
ん
と
結
婚
し
て
い

る
」こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
か
ら
だ
。や
が
て
天
野
は
セ
ッ
ク
ス
を
楽
し
み
た
い
と

願
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。セ
ッ
ク
ス
で
二
人
が
満
足
す
れ
ば
い
ず
れ
結
婚
に

行
き
つ
く
だ
ろ
う
と
気
持
を
切
り
替
え
て
い
た
。

　

上
司
の
前
島
に「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
夜
を
過
ご
し
た
い
」と
さ
さ
や
い
た
時

に
、「
前
島
が
躊
躇
な
く
泊
ま
る
決
断
を
し
た
」こ
と
か
ら
、彼
は
独
身
だ
ろ
う
と

想
像
し
た
。天
野
も
お
酒
の
勢
い
で
き
わ
め
て
衝
動
的
で
あ
っ
た
が
、本
心
か

ら
前
島
に
抱
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。そ
の
彼
が
素
面
に

な
っ
て
も「
同
じ
ホ
テ
ル
で
過
ご
し
た
い
」と
い
う
こ
と
か
ら
独
身
を
確
信
し
た
。

　

半
導
体
業
界
が
揺
れ
て
い
る
の
に
自
分
は
不
倫
を
し
て
い
る
と
前
島
は
ふ
と

罪
の
意
識
を
感
じ
な
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、天
野
聖
子
と
の
セ
ッ
ク
ス
が

体
に
焼
き
つ
い
て
、離
れ
ら
れ
な
い
気
分
に
な
っ
て
い
た
。天
野
も
一
度
、体
を

許
す
と
本
能
的
に
抱
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
望
が
充
満
し
て
く
る
の
を
感
じ
る
。

そ
れ
ほ
ど
あ
の
夜
の
セ
ッ
ク
ス
に
は
満
足
を
覚
え
て
い
た
。

（
続
く
）

※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験
談
を

　

左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
回
は

　
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」に
つ
い
て
で
す
。

　

物
語
が
進
行
す
る
中
で
織
り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考

　

え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

ホイアン（ベトナム）のレストラン（著者撮影）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に  

『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数



　

や
た
ら
に
キ
ラ
キ
ラ
し
て
る
け
ど
、お
正
月

飾
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
っ
！
電
気
ギ
タ
ー

で
す
。
普
通
は
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
っ
て
言
う

で
し
ょ
？
で
も
、昔
の
ラ
ジ
オ
み
た
い
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
つ
ま
み
や
側
面
に
張
ら
れ
た
安
っ
ぽ

い
壁
紙
の
よ
う
な
ビ
ニ
ー
ル
が
、古
い
ブ
リ
キ

の
お
も
ち
ゃ
み
た
い
に
可
愛
い
か
ら
、や
っ
ぱ

し
電
気
ギ
タ
ー
。

　

ぼ
く
が
電
気
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
た
の

は
、高
校
１
年
生
の
時
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
４

人
で
組
ん
だ
バ
ン
ド『
み
っ
し
ぇ
る
』で
の
こ

と
。「
忘
れ
～
か
～
け
て
～
た
サ
ッ
ち
ゃ
～
ん

が
～
♪
」な
ん
て
す
っ
と
ぼ
け
た
歌
を
作
っ
て

は
歌
っ
て
た
へ
な
ち
ょ
こ

3

3

3

3

3

バ
ン
ド
だ
っ
た
け

ど
、世
間
様
か
ら
は
そ
こ
そ
こ
可
愛
が
ら
れ
、

高
校
生
の
分
際
で
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
に
出
演
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、ヤ
マ
ハ
が
試
験
的
な
レ

コ
ー
ド
を
何
枚
か
録
音
し
て
下
さ
っ
た
り
し

た
。だ
か
ら
、名
古
屋
で
も
３
本
の
指
に
…
と

は
い
か
な
い
け
ど
１
３
０
本
く
ら
い
の
指（
多

す
ぎ
ね
ぇ
？
）が
あ
れ
ば
数
え
ら
れ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
。ち
な
み
に
加
藤（
文
末
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
参
照
）も
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人

だ
っ
た
。

　

や
が
て
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
へ
漕

ぎ
出
し
、家
庭
も
持
つ
よ
う
に
な
り
、い
よ
い

よ
バ
ン
ド
な
ん
ぞ
や
っ
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
の

が
30
歳
を
過
ぎ
た
頃
。と
い
う
わ
け
で
、 

こ
の

電
気
ギ
タ
ー
は
24
年
も
の
間
、部
屋
の
片
隅
で
、

ふ
ん
わ
か
し
た
カ
バ
ー
に
く
る
ま
っ
て
、す
や

す
や
と
寝
息
を
立
て
て
い
た
の
だ
が
…
。

写真提供：岡　茉莉

　

正
月
早
々
「
お
い
っ
、起
き
と
く
れ
よ
っ
！

起
き
と
く
れ
っ
た
ら
っ
！
」と
落
語『
芝
浜
』

の
出
だ
し
み
た
い
に
電
気
ギ
タ
ー
は
叩
き
起

こ
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。「
お
い
っ
、起
き
と
く
れ

よ
っ
！
起
き
と
く
れ
っ
た
ら
っ
！
」と
言
っ
た

の
は
、大
阪
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
岡

　

茉
莉（
以
下
は
仲
間
う
ち
で
の
通
称
マ
リ
ア

ン
ヌ
で
）。

　

以
前
か
ら
ぼ
く
は
彼
女
の
曲
作
り
や
ア
レ

ン
ジ
を
手
伝
っ
て
い
た
の
だ
が
、彼
女
の
相
方

（
ギ
タ
ー
担
当
）が
突
然
の
活
動
休
止
！
…
そ

こ
で
急
き
ょ
ぼ
く
が
こ
の
寝
ぼ
け
ま
な
こ
の

電
気
ギ
タ
ー
を
引
っ
提
げ
て
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー

自
ら
マ
リ
ア
ン
ヌ
と
舞
台
を
共
に
す
る
こ
と

と
相
成
っ
た
っ
て
わ
け（
よ
し
ゃ
あ
い
い
の
に
）。

マ
リ
ア
ン
ヌ
が
次
々
と
作
詞
・
作
曲
し
て
は

持
っ
て
く
る
歌
を
片
っ
端
か
ら
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

そ
れ
を
彼
女
の
ボ
ー
カ
ル
＆
ぼ
く
の
電
気
ギ

タ
ー
だ
け
で
舞
台
に
掛
け
よ
う
っ
て
ん
だ
か

ら
、そ
り
ゃ
あ
も
う
あ
ん
た
ね
ぇ
（
失
礼
し
ま

し
た
）、大
変
で
し
た
と
も
。

　

１
月
18
日
㈬
、大
阪
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

knave

で
旗
揚
げ
す
る
っ
て
ぇ
と
、そ
の
後
は
、

２
／
20 knave

（
大
阪
）…
３
／
８knave

（
大

阪
）…
３
／
24
名
古
屋
市
天
白
文
化
小
劇
場

『
お
ん
ぷ
館
』コ
ン
サ
ー
ト（
写
真
）…
４
／
18 

knave

（
大
阪
）…
翌
４
／
19 

CD『
無
添
加
３
』

に
収
録
す
る『PAO

!

』を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
…

５
／
３
高
槻
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト（
高
槻
市
）

…
５
／
12
栄
ミ
ナ
ミ
音
楽
祭（
名
古
屋
）…
５

／
28 knave

（
大
阪
）…
と
ま
あ
、そ
こ
そ
こ
の

繁
盛
ぶ
り（
？
）だ
っ
た
ん
で
す
が
…
。
今
度

は
マ
リ
ア
ン
ヌ
自
身
に
よ
る
突
然
の
休
業
宣

言
！
で
も
、そ
の
訳
が「
神
様
か
ら
授
か
り
も

の
を
し
た
ん
で
す
ぅ
」っ
て
ぇ
ん
だ
か
ら
、こ
れ

は
も
う
、た
だ
た
だ
目
出
度
い
ば
か
り
。

映像提供：knave

　

７
月
９
日
㈪
、knave

（
大
阪
）で
の
節
目
の

ラ
イ
ブ
は
、こ
と
も
あ
ろ
う
に
藤
間
勘
萃
が
お

祝
い
の『
え
び
』を
踊
っ
て
前
座
を
務
め（
写

真
）、着
物
姿
の
ま
ま
電
気
ギ
タ
ー
を
弾
い
た

と
い
う（
写
真
）、「
よ
っ
、待
っ
て
ま
し
た
っ
！

宮
川
左
近
シ
ョ
ー
（
例
え
が
古
す
ぎ
？
）」っ
て

な
具
合
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※『
お
ん
ぷ
館
』は
、ぼ
く
が
毎
週
日
曜
に
出
稽

　

古
に
伺
う
杁
中（
名
古
屋
・
昭
和
区
）に
あ
る

　

音
楽
教
室
で
す
。

写真提供：ライリスト社

　

７
月
７
日
㈯
、東
建
ホ
ー
ル（
名
古
屋
・
中

区
）で
、ラ
イ
リ
ッ
シ
ュ・
オ
カ
リ
ナ
連
盟
主
催

に
よ
る『
満
点
の
空
に
輝
く
オ
カ
リ
ナ
の
音

色
』と
題
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。

　

ラ
イ
リ
ッ
シ
ュ・
オ
カ
リ
ナ
連
盟
は「
音
楽
を

中
心
に
豊
か
な
生
活
を
提
供
す
る
」、「
音
楽
性

を
重
要
視
す
る
」、「
地
域
文
化
の
向
上
に
参
加

す
る
」と
い
っ
た
３
つ
の
理
念
の
も
と
、北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
津
々
浦
々
で
オ
カ
リ
ナ
の

普
及
と
生
涯
学
習
の
発
展
に
寄
与
し
、平
成
21

年
に
は
創
立
15
周
年
を
記
念
し
た
６
５
０
名

に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
で『
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
』を
達
成
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

　

ぼ
く
は
、こ
の
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
た
め
に

ビ
バ
ル
デ
ィ
の『
四
季
』を
メ
ド
レ
ー
で
編
曲

し
、四
季

4

4

…
じ
ゃ
な
か
っ
た
指
揮
4

4

も
さ
せ
て
い

た
だ
い
た（
写
真
）。

　

題
し
て『
ビ
バ
ル
デ
ィ
と
め
ぐ
る
四
季
』。
当

日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
、「
何
し
ろ
45
分
に

も
及
ぶ
こ
の
大
作
を
、４
分
ほ
ど
の
メ
ド
レ
ー

で
…
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、ビ
バ
ル
デ
ィ
氏
も
、

さ
ぞ
か
し
忙
し
い
１
年
を
送
る
こ
と
だ
ろ
う
」

と
言
い
訳
し
な
が
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ぼ
く
は
ク
ル
マ
を
持
た
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ

か
運
転
免
許
証
す
ら
持
た
な
い
。こ
れ
を
耳
に

す
る
と
誰
も
彼
も
が「
へ
ぇ
ー
、今
ど
き
珍
し

い
で
す
ね
ぇ
ー
」と
、ま
る
で
絶
滅
危
惧
種
に

で
も
出
喰
わ
し
た
か
の
よ
う
に
驚
い
た
り
感

心
し
た
り
す
る
。

　

生
ま
れ
て
こ
の
方
と
い
う
も
の
、こ
の
絶
滅

危
惧
種
的
な
ぼ
く
は
、名
古
屋
の
真
ん
中
近
く

で
生
き
長
ら
え
て
き
た
。
栄
へ
出
る
に
も
名
古

屋
駅
へ
出
る
に
も
自
転
車
で
10
分
足
ら
ず
…

こ
れ
じ
ゃ
あ
ク
ル
マ
な
ど
要
る
わ
け
が
な
い
。

　

季
節
折
々
の
空
気
や
通
り
掛
か
る
街
々
の

匂
い
を
全
身
に
感
じ
な
が
ら
、車
道
だ
ろ
う
が
、

歩
道
だ
ろ
う
が
、一
方
通
行
の
道
で
あ
ろ
う
が

「
す
ー
い
、す
い
す
い
」…
自
転
車
は
、日
頃
の
舞

台
や
ア
ト
リ
エ
で
の
仕
事（
＝
〆
切
と
の
追
っ

駆
っ
こ
）で
溜
ま
る
疲
れ
を
癒
す
ぼ
く
に
と
っ

4

4

4

4

4

て
の
ビ
タ
ミ
ン
剤

4

4

4

4

4

4

4

な
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
自
転
車
少
年
…
じ
ゃ
な
か
っ
た
自4

転
車
壮
年

4

4

4

4

の
ぼ
く
の
愛
車
が
、夏
の
あ
る
日
壊

れ
て
し
ま
っ
た
。
何
し
ろ
胴
体
が
へ
し
折
れ

ち
ゃ
っ
た
の
だ
か
ら
、こ
れ
は
も
う
修
理
の
し

よ
う
も
な
い
。
慌
て
て
近
所
の
自
転
車
屋
さ
ん

へ
駆
け
込
み
、あ
れ
こ
れ
吟
味
し
た
挙
げ
句
に

連
れ
て
帰
っ
て
き
た
の
が
こ
の
小
振
り
な
自

転
車（
写
真
）。
前
の
が
16
イ
ン
チ
の
タ
イ
ヤ
／

５
段
変
速
だ
っ
た
の
に
比
べ
、今
度
の
は
20
イ

ン
チ
の
タ
イ
ヤ
／
７
段
変
速
…
ク
ル
マ
で
い

う
と
こ
ろ
の「
走
り
が
違
う
！
」っ
て
や
つ
だ

（
と
は
い
っ
て
も
普
通
の
自
転
車
は
26
イ
ン
チ

の
タ
イ
ヤ
だ
か
ら
ね
ぇ
…
）。

　

そ
ん
な
新
し
い
相
棒
の
こ
と
が
嬉
し
く
て
、

ぼ
く
は
夏
の
間
に
何
度
か『
ス
タ
ジ
オ
・
レ
チ

ア
』（
稲
沢
）で
の
出
稽
古
へ
片
道
１
時
間
45
分

ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
出
向
い
た
。

　

行
き
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

鉄
板
コ
ー
ス

4

4

4

4

4

…
金
山
か
ら
北
へ
向
け
て
走
り
、

浅
間
町
で
左
に
折
れ
て
国
道
22
号
に
入
れ
ば

あ
と
は
一
本
道
～
そ
れ
は
や
が
て
県
道
67
号

と
な
っ
て
庄
内
川
を
渡
り
～
西
枇
杷
島
で
踏

切
を
渡
り
～
新
川
を
渡
り
～
キ
リ
ン
の
ビ
ー

ル
工
場
を
左
手
に
見
て
～
清
洲
城
も
左
手

に
見
て
～
そ
の
あ
た
り
で
県
道
67
号
は
県
道

１
９
０
号（
岐
阜
街
道
）と
な
り
～
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
部
品
工
場
を
左
手
に
見
て
～
あ
と
ひ

と
踏
ん
張
り
す
る
と
JR
稲
沢
駅
～
そ
う
し
て

国
府
宮
方
面
へ
左
に
折
れ
る
頃
に
は
す
っ
か

り
く
た
び
れ
ち
ま
っ
て
…
と
ま
あ
、こ
ん
な
道

中
。

　

夜
11
時
過
ぎ
に
稽
古
を
終
え
帰
路
に
つ
く

の
だ
が
、何
し
ろ
帰
り
は
時
間
の
こ
と
な
ど
気

に
せ
ず
に
済
む
。一
日
の
仕
事
を
終
え
た
開
放

感
も
手
伝
い
、ど
う
し
た
っ
て「
こ
こ
は
一
つ
知

ら
な
い
道
を
辿
っ
て
帰
っ
て
や
ろ
う
！
」と
い

う
、ま
っ
た
く
も
っ
て
迷
惑
な
冒
険
心
が
頭
を

も
た
げ
て
く
る
。
地
図
を
頼
る
で
も
な
く
ヤ
マ

勘
だ
け
で
暗
く
寝
静
ま
っ
た
細
い
道
を
自
転

車
で
縫
い
走
っ
て
い
く
。
30
分
も
走
っ
た
で
あ

ろ
う
か
、ぼ
く
が
行
き
当
た
っ
た
の
は
厳
か
な

寺
だ
っ
た
。
真
夜
中
だ
と
い
う
の
に
境
内
は
薄

ぼ
ん
や
り
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、塔
や
朱
塗

り
の
建
造
物
が「
ぬ
う
っ
」と
ば
か
り
に
浮
か

び
上
が
っ
て
い
る
。そ
こ
は
、か
の『
甚
目
寺
観

音
』で
あ
っ
た
。
草
木
も
眠
る
頃
合
い
だ
っ
た

と
い
う
の
に
、ぼ
く
に
湧
き
上
が
っ
た
の
は「
気

味
が
悪
い
」と
い
う
よ
り「
う
っ
と
り
」と
い
っ

た
感
情
だ
っ
た
。と
は
い
え
、こ
こ
で
こ
う
し

て「
う
っ
と
り
」と
し
て
ば
か
り
は
お
ら
れ
な

い
。
我
に
返
っ
た
ぼ
く
は
ペ
ダ
ル
を
勢
い
よ
く

蹴
り
出
し
名
古
屋
の
方
へ
と
ひ
た
走
っ
た
…
つ

も
り
だ
っ
た
。そ
れ
か
ら
10
分
も
走
っ
た
だ
ろ
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う
か
、ぼ
く
は
ま
た
厳
か
な
寺
に
行
き
当
た
っ

た
。
何
と
！
ま
た
し
て
も
先
ほ
ど
の『
甚
目
寺

観
音
』。 

「
変
だ
な
、確
か
に
名
古
屋
へ
向
け
て

走
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
な
ぁ
」少
し

心
細
く
な
り
な
が
ら
今
度
は
違
う
道
を
慎
重

に
選
び
な
が
ら
ひ
た
走
る
。
10
分
ほ
ど
走
っ
た

と
こ
ろ
へ
、ま
た
ま
た『
甚
目
寺
観
音
』！

　

摩
訶
不
思
議
な
こ
の
出
来
事
を
取
り
巻
き

に
触
れ
回
っ
た
と
こ
ろ
、あ
る
者
は「
そ
れ
は

き
っ
と
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
の
に
違
い
な
い
よ
」

と
八
卦
見
の
よ
う
に
神
妙
に
言
い
、ま
た
あ
る

者
は「
あ
あ
、あ
の
辺
り
ね
、道
が
入
り
組
ん
で

て
真
っ
す
ぐ
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
」と
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
の
駅
員
さ
ん
の
よ
う
に
シ
レ
っ
と
言
う

の
だ
っ
た
。

　

わ
ら
べ
う
た『
通
り
ゃ
ん
せ
』、こ
の
唄
は
こ

う
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
い
き
は
よ
い
よ
い
　
か
え
り
は
こ
わ
い

　
こ
わ
い
な
が
ら
も
　
通
り
ゃ
ん
せ
　

　
通
り
ゃ
ん
せ

※『
ス
タ
ジ
オ
・
レ
チ
ア
』は
、ぼ
く
が
月
３
回
出

　

稽
古
に
伺
う
国
府
宮（
稲
沢
）近
く
に
あ
る

　

レ
ッ
ス
ン
・
ス
タ
ジ
オ
で
す
。

　

そ
う
こ
う
す
る
８
月
初
め
の
あ
る
昼
下
が

り
、ぼ
く
は
あ
る
百
貨
店
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス

ペ
ー
ス
で
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
待

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
車
で
向
か
っ
て
い
た

相
手
の
到
着
が
遅
れ
30
分
以
上
立
ち
尽
く
す

ぼ
く
に
、す
ぐ
脇
に
あ
る
お
洋
服
屋
さ
ん
の
女

の
コ
が
何
度
も
何
度
も
店
か
ら
顔
を
覗
か
せ

て
は
訝
し
げ
に
首
を
傾
げ
る
…
そ
う
で
し
ょ

う
と
も
、そ
う
で
し
ょ
う
と
も
、そ
こ
は
婦
人

服
の
フ
ロ
ア
だ
っ
た
ん
で
す
か
ら
。ぼ
く
は
、そ

の
女
の
コ
の
可
愛
ら
し
さ
に
惹
か
れ
た
。

　

あ
く
る
日
、朝
か
ら
ア
ト
リ
エ
に
籠
っ
て
仕

事
を
し
て
い
た
ぼ
く
の
前
で
、時
折「
あ
の
女

の
コ
は
ど
れ
く
ら
い
可
愛
ら
し
か
っ
た
？
」と

い
う
ふ
ん
わ
か

4

4

4

4

と
し
た
疑
問
が
浮
か
ん
だ
り

消
え
た
り
し
た
。
午
後
に
な
り
、ぼ
く
の
電
池

が
切
れ
か
か
り
、と
う
と
う
五
線
紙
の
上
に
一

つ
も
音
符
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て
こ
な
く
な
っ
た

頃
、「
よ
う
し
っ
、こ
こ
は
ひ
と
つ
あ
の
女
の
コ

を
も
う
一
度
見
に
行
っ
て
み
よ
う
」と
、真
新
し

い
自
転
車
を
走
ら
せ
た
。そ
の
百
貨
店
ま
で
15

分
、日
頃
の（
自
転
車
で
の
）散
歩
コ
ー
ス
が
変

わ
る
だ
け
の
こ
と
だ
、こ
こ
ま
で
は
た
い
し
た

こ
と
じ
ゃ
あ
な
い
。そ
の
女
の
コ
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。ぼ
く
は
、前
の
日
と
同
じ
場
所
で
、

そ
こ
に
設
え
ら
れ
た
ソ
フ
ァ
に
腰
を
委
ね
て

30
分
ば
か
り
読
み
か
け
の
文
庫
本
に
目
を
走

ら
せ
、別
の
フ
ロ
ア
に
あ
る
喫
煙
所
で
煙
草
を

１
本
だ
け
吸
っ
て
そ
の
日
の
散
歩
を
終
え
た
。

　

ぼ
く
は
結
局
８
月
の
う
ち
に
12
回
そ
ん
な

散
歩
を
楽
し
ん
だ
。そ
の
女
の
コ
は
居
た
り
居

な
か
っ
た
り
し
た
が
、そ
れ
は
も
う
、54
歳
の

ぼ
く
の
夏
休
み
の
ク
ラ
ブ
活
動

4

4

4

4

4

4

4

4

4（
部
活
）の
よ

う
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。「
待
て
よ
？

夏
休
み
の
部
活
が
あ
る
ん
な
ら
、夏
休
み
の

宿
題
っ
て
の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
…
そ

う
だ
っ
！
何
十
年
ぶ
り
か
の
夏
休
み
の
部
活

を
ぼ
く
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
あ
の
女

の
コ
に
、音
楽
を
一
曲
書
き
下
ろ
し
て
お
返
し

し
よ
う
」そ
の
日
の
う
ち
に
４
分
半
ば
か
り
の

長
さ
の
曲
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
…
次
の
日
に
は

そ
れ
は
ピ
ア
ノ
曲
と
な
り
…
そ
の
次
の
日
に

は
打
楽
器
＋
２
本
の
ホ
ル
ン
＋
弦
楽
四
重
奏

＋
鉄
琴
で
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
、マ
ッ
キ
ン
ト

シ
ュ・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
演
奏
で
Ｃ
D
と

な
っ
た
。「
せ
っ
か
く
の
夏
休
み
の
宿
題
だ
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
ん
じ
ゃ
あ

愛
想
が
な
い
」と
、ぼ
く
は
女
の
コ
向
き
の
雑

貨
屋
さ
ん
で
買
っ
て
き
た
深
緑
色
の
紙
製
カ

バ
ー
に
そ
れ
を
収
め
た
。こ
れ
で
準
備
は
万
端
、

あ
と
は
、ち
ゃ
ん
と
渡
せ
る
か
ど
う
か
だ
け
だ
。

９
月
に
な
れ
ば
夏
休
み
は
終
わ
る
。８
月
31

日
は
折
悪
く
仕
事
で
大
阪
へ
出
向
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、期
限
は
１
日
早
い
30
日
だ
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
夏
休
み
の
宿
題
は
、期

限
ギ
リ
ギ
リ
の
８
月
30
日
に
夏
休
み
女
の
コ

4

4

4

4

4

4

へ
手
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
、ぼ
く
の
54
歳
の

夏
休
み
は
上
出
来
な
も
の
に
な
っ
た
…
あ
る

百
貨
店
の
婦
人
服
の
フ
ロ
ア
に
あ
る
お
洋
服

屋
さ
ん
へ「
ゴ
メ
ン
ク
ダ
サ
ー
イ
ッ
！
」と
入
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
ね
っ
。

写真提供：堀之内理恵

　

11
月
７
日
㈬
、名
古
屋
市
緑
文
化
小
劇
場

（
名
古
屋
・
緑
区
）で
開
か
れ
た『
堀
之
内
理
恵

（
写
真
）バ
ロ
ッ
ク
ハ
ー
プ
＆
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
』に
足
を
運
ん
だ
。

　

弦
を
３
列
に
張
り
、２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た

背
丈
で
、３
０
０
年
の
時
を
経
て
現
代
に
蘇
っ

た
バ
ロ
ッ
ク
・
ハ
ー
プ（
写
真
）が「
日
本
初
お
目

見
え
！
」と
あ
っ
て
は
、同
じ
時
代
の
楽
器
バ

ロ
ッ
ク
・
リ
ュ
ー
ト
を
弾
く
ぼ
く（
タ
イ
ト
ル
写

真
）に
と
っ
て
興
味
津
々
、聴
き
そ
び
れ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

　

幕
開
き
一
番
、枯
れ
た
味
わ
い
の
す
る
そ
の

音
色
が
ホ
ー
ル
に
降
り
注
い
だ
途
端
、ぼ
く
か

ら
は
音
楽
家
と
し
て
の
下
世
話
な
好
奇
心
が

消
え
失
せ
、そ
の
代
わ
り
に
、ま
る
で
幻
灯
み

た
い
に「
す
ぅ
ー
っ
」と
現
れ
た
３
０
０
年
の
昔

の
イ
タ
リ
ア
の
人
々
の
暮
ら
し
や
思
い
を
見

た
の
だ
っ
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
当
時
の
曲
に
続
き
、ぼ
く
の
ピ
ア

ノ
曲
…
『
大
沢
池
畔
の
桜
雨
』、『
広
沢
池
薄
暮
』、

『
む
く
げ
咲
く
民
家
』、『
仁
和
寺
遠
望
』も
弾
い

て
頂
け
た（
バ
ロ
ッ
ク
・
ハ
ー
プ
で
！
）。
京
都

を
音
げ
し
き

4

4

4

4

に
紡
い
だ
曲
た
ち
に
と
っ
て
も
、

作
者
の
ぼ
く
に
と
っ
て
も
恭
悦
至
極
な
ひ
と

時
だ
っ
た
な
ぁ
…
。

　

古
今
亭
志
ん
生
の
落
語
に『
お
か
め
団
子
』

と
い
う
江
戸
の
人
情
噺
が
あ
る
。

　
寝
た
き
り
の
母
親
を
か
か
え
て
大
根
を

売
っ
て
歩
い
て
い
る
正
直
で
気
立
て
の
良
い

若
者
。
毎
日
の
仕
事
を
終
え
る
と
団
子
屋
に

立
ち
寄
り
母
親
へ
の
み
や
げ（
団
子
）を
買
っ

て
帰
る
。
団
子
屋
は
一
人
娘〝
お
か
め
〟の
人

気
で
大
繁
盛
し
て
い
る
。あ
る
晩
の
こ
と
、体

を
痛
が
る
母
親
を
思
い
遣
っ
て「
も
っ
と
柔
ら

け
ぇ
布
団
に
寝
か
し
て
や
り
て
ぇ
な
あ
、で
も

銭
が
無
ぇ
し
な
ぁ
…
」と
思
い
悩
む
う
ち
、つ

い
に
は
団
子
屋
に
泥
棒
に
入
る
こ
と
を
思
い

つ
く
。
真
夜
中
、そ
の
庭
先
へ
忍
び
込
む
と
、気

の
乗
ら
な
い
縁
談
に
悩
む〝
お
か
め
〟が
、松
の

木
に
紐
を
掛
け
て
命
を
絶
と
う
と
す
る
場
面

に
出
喰
わ
す
。
必
死
で
引
き
止
め
る
う
ち
、そ

こ
の
主
夫
婦
に
見
つ
か
り
、正
体
も
バ
レ
て
し

ま
う（
何
し
ろ
常
連
だ
か
ら
）。
主
は
そ
の
孝
行

ぶ
り
に
感
心
し（
泥
棒
に
入
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
？
）、〝
お
か
め
〟も「
こ
の
人
と
な
ら
…
」。
若

者
は
婿
養
子
に
迎
え
ら
れ
、病
気
の
母
親
も
不

自
由
な
く
暮
ら
し
ま
し
た
と
さ
…
。

落
語
っ
て
ぇ
や
つ
は
、笑
っ
た
り
泣
い
た
り
の

大
人
の
お
伽
噺
だ
。

　
『
お
か
め
団
子
』に
倣
っ
て
と
い
う
わ
け

じ
ゃ
ぁ
な
い
の
だ
け
ど
、毎
年
秋
の
恒
例

『
ド
ー
ム
や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド
』へ
母
親
を
連

れ
立
っ
て
行
っ
て
き
た
。
手
足
の
痺
れ
を
患
っ

て
い
る
母
親
を
時
折
ベ
ン
チ
で
休
ま
せ
な
が

ら
２
時
間
ば
か
り
掛
け
て
会
場
を
巡
り
、母
親

は
お
盆
を
、ぼ
く
は
唐
津
焼
き
の
湯
呑
み（
写

真
）を
買
っ
た
。

　

そ
の
数
日
後
、『
福
手
』さ
ん（
名
古
屋
・
中
村

区
）へ
金
継
ぎ
で
の
直
し
に
出
し
て
い
た
萩
焼

の
湯
呑
み（
写
真
）も
戻
っ
て
、そ
の
日
か
ら
し

ば
ら
く
の
間
、こ
れ
ら
二
つ
の
湯
呑
み
を
取
っ

替
え
引
っ
替
え
し
て
は
、そ
れ
は
も
う
胸
焼
け

の
す
る
ほ
ど
お
茶
を
飲
み
続
け
て
ま
し
た
。

※『
ド
ー
ム
や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド
』は
、毎
年
秋
、

　

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
開
か
れ
る
陶
磁
器
の
イ
ベ
ン

　

ト
。こ
だ
わ
り
の
器
か
ら
日
常
使
い
の
器
ま
で
が

　

全
国
の
有
名
産
地
か
ら
大
集
合
す
る
。

※
金
継
ぎ
と
は
、陶
磁
器
の
割
れ
や
欠
け
を
漆
で

　

接
着
し
、継
ぎ
目
に
金
粉
な
ど
を
ま
い
て
飾
る

　

修
理
の
仕
方
。

写真提供：koji吉、写真撮影：加藤明久

　

11
月
29
日
㈭
、宗
次
ホ
ー
ル（
名
古
屋
・
中

区
）で
開
か
れ
た『
美
し
き
夕
べ
～
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
生
誕
１
５
０
年
に
よ
せ
て
～
』と
題
さ
れ

た
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
掛
け
た
。

　

こ
の
日
の
出
演
者
で
あ
り
、ぼ
く
の
20
年
来

の
共
演
者
で
も
あ
り
、ま
た
、〝
柴
B
A
R
〟（
＝

ぼ
く
の
ア
ト
リ
エ
）の
常
連
で
も
あ
る
吉
田
浩

司（
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

首
席
ビ
オ
ラ
奏
者
）か
ら
の
頼
み
で
、ぼ
く
は

当
日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
４
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
解
説
文
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。「
コ

ン
サ
ー
ト
の
解
説
文
の
こ
と
だ
け
ど
よ
ぉ
、つ

い
ち
ゃ
あ
、お
め
ぇ
に
柴　

信
次
／
藤
間
勘
萃

じ
ゃ
な
く
藤
間
勘
萃
に
な
り
き
っ
て（
そ
れ
っ

て
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
？
）書
い
て

も
ら
え
ね
ぇ
か
な
ぁ
？
」（
こ
う
ま
で
彼
が
江

戸
っ
子
だ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
だ
が
）そ
ん

な
要
望
も
あ
っ
て
、最
新
式
の
携
帯
電
話
＝
ス

マ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
の
着
信
音
を
柳
家
喬
太
郎
の

出
囃
子『
ま
か
し
ょ
』に
し
て
い
る
ほ
ど
の
落

語
好
き
な
ぼ
く
が
書
い
た
江
戸
っ
子
版『
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
解
説
』は
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
。

　

題
し
て『
聴
い
た
ふ
う
な
話
』（
何
し
ろ
ま
だ

聴
い
て
も
い
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
こ
と
を
前

も
っ
て
書
く
の
だ
か
ら
）…
。

　「
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
印
象
派
の
作
曲
家
で
あ

る
」…
な
ん
て
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、こ
の

印
象
派
っ
て
ぇ
の
は  

─（
中
略
）─  

言
い
換

え
れ
ば
そ
こ
は
か
と
な
く

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う  

─（
後
略
）─

　

そ
し
て『
配
役
紹
介
』と
し
た
出
演
者
紹
介

の
中
で
は
、

ソ
プ
ラ
ノ（
人
の
声
）、フ
ル
ー
ト（
管
楽
器
）、

ハ
ー
プ（
撥
弦
楽
器
）と
い
っ
た
面
々
を
取
り

持
っ
て
い
る
の
は
、吉
田
浩
司
演
じ
る
ビ
オ
ラ
。

大
工
で
い
う
な
ら
棟
梁
だ
っ
て
ぇ
ん
だ
か
ら
、

こ
い
つ
ぁ
実
に
あ
り
が
た
い
。で
、具
体
的
に
何

が
あ
り
が
た
い
か
？
っ
て
、何
が
あ
り
が
た
い

ん
だ
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
が
た
い
。

で
も
、そ
う
い
う
の
が
ビ
オ
ラ
の
持
ち
味
な
ん

で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う

と
書
き
た
い
放
題
、ど
う
だ
、参
っ
た
か
？

　

そ
ん
な
こ
と
を
よ
そ
に
、橋
本
千
波
、神
谷

知
佐
子
、橋
本
岳
人
、吉
田
浩
司
の
お
四
方
は
、

ち
っ
と
も
参
っ
た
ふ
う
で
も
な
く
上
品
に
、そ

し
て
そ
こ
は
か
と
な
く

4

4

4

4

4

4

4

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
を
演
じ

て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す（
写
真
）。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
お
し
ま
い
に『
ロ
マ
ン
ス
』と

い
う
曲
が
４
人
揃
っ
て
歌
い
奏
さ
れ
た
。「
こ
れ

で
今
宵
の
舞
台
も
幕
」と
思
い
き
や
、曲
が
終

わ
る
と
歌
い
手
だ
け
が
舞
台
か
ら
去
り
、そ
の

後
も
う
１
度
同
じ『
ロ
マ
ン
ス
』が
フ
ル
ー
ト
、

ビ
オ
ラ
、ハ
ー
プ
だ
け
で
演
奏
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。ま
る
で
去
っ
て
行
っ
た
恋
人
を
慕
う
か
の

よ
う
に
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
た『
ロ
マ
ン
ス
』（
曲

の
終
わ
り
が
け
か
ら
照
明
が
だ
ん
だ
ん
暗
く

な
り
始
め
、や
が
て
ス
テ
ー
ジ
は
真
っ
暗
に
）…

『
美
し
き
夕
べ
』コ
ン
サ
ー
ト
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、

ま
る
で
恋
愛
映
画
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
み
た
い

だ
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、あ
の『
夏
休
み
の
部
活
と
宿
題
』の

こ
と
を
、誰
か
に
打
ち
明
け
て
み
た
か
っ
た（
今

と
な
っ
て
は
こ
の
文
章
を
目
に
す
る
方
々
す
べ

て
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
…
）。

　

そ
こ
で
、40
年
来
の
親
友
で
あ
る
加
藤（
文

末
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
参
照
）に
…
。

　
（
落
語
に
登
場
す
る
江
戸
っ
子
よ
ろ
し
く
）

「
お
め
ぇ
口
か
て
ぇ
か
？
」と
念
を
押
す
ぼ
く

に
、（
や
は
り
落
語
好
き
の
彼
は
）「
お
う
っ
、お

れ
ぁ
口
か
て
ぇ
よ
。
言
う
な
っ
た
ら
ぁ
言
わ
ね

え
ん
だ
か
ら
ぁ
」と
、調
子
よ
く
返
し
た
の
だ
っ

た
が
…
。そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、ぼ
く
に
会

う
人
会
う
人
が
み
な
口
を
揃
え
て「
勘
さ
ん
は

ス
ゴ
い
ね
ぇ（
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
）…
何
た
っ

て
若
々
し
い
や
ね（
笑
い
を
噛
み
殺
し
な
が

ら
）…
な
か
な
か
あ
ん
な
こ
と
た
ぁ
で
き
る
も

ん
じ
ゃ
ね
ぇ
や
な（
今
に
も
吹
き
出
し
そ
う
に

な
り
な
が
ら
）…
よ
お
っ
、色
男
っ
！
」と
言
う

の
だ
っ
た
。  

　

あ
れ
ほ
ど「
お
め
ぇ
口
か
て
ぇ
か
？
」っ
て
念

を
押
し
た
と
い
う
の
に
…「
お
う
っ
、お
れ
ぁ
口

か
て
ぇ
よ
。
言
う
な
っ
た
ら
ぁ
言
わ
ね
え
ん
だ

か
ら
ぁ
」っ
て
言
っ
た
く
せ
に
…
だ
の
に
。
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◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

写
真
・
加
藤
明
久

　

１
９
５
８
年
、名
古
屋
に
生
ま
れ
る
。

中
部
写
真
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
㈱
に
て
、コ
マ
ー
シ
ャ

ル
・
フ
ォ
ト
や
行
政
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
数
多
く

手
掛
け
る
。フ
リ
ー
を
経
て
、現
在
、東
海
写
真
ス

タ
ジ
オ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
。

　

ち
な
み
に
、ふ
た
り
は
、高
校
の
同
級
生
。お
ま

け
に
加
藤
の
細
君
も
同
級
生
。

文
・
柴　

信
次（
し
ば　

し
ん
じ
）／

　
　

藤
間
勘
萃（
ふ
じ
ま　

か
ん
す
い
）

　

１
９
５
８
年
、名
古
屋
に
生
ま
れ
る
。高
校
在

学
中
よ
り
舞
台
に
立
ち
、名
古
屋
音
楽
大
学
に
て

作
曲
を
専
攻
す
る
。作
・
編
曲
家
と
し
て
オ
ペ
ラ
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
ら
演
歌
ま
で
を
幅
広
く
手
掛
け
、

演
奏
家（
バ
ロ
ッ
ク
・
リ
ュ
ー
ト
、チ
ェ
ン
バ
ロ
）／
日

本
舞
踊
家（
宗
家 

藤
間
流
名
執
）と
し
て
N
H
K

教
育『
日
曜
美
術
館
』、N
H
K
開
局
70
周
年『
花

の
舞
・
花
の
宴
』な
ど
の
放
送
や
舞
台
に
数
多
く
携

わ
る
傍
ら
、エ
ッ
セ
ー
も
執
筆
す
る
。

　

日
本
福
祉
大
学
講
師（
１
９
８
４
〜
２
０
０
３

年
、２
０
０
８
年
）を
経
て
、現
在
、ラ
イ
リ
ッ
シ
ュ・

オ
カ
リ
ナ
連
盟
音
楽
顧
問
、琴
修
会（
大
正
琴
）音

楽
顧
問
。
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手造り陶雛大展示中
二階ギャラリーは陶雛でいっぱい。

ぜひ、ご覧ください。

３日から営業します。

〒479-0003
常滑市金山字上砂原105番地
とこなめ焼卸団地セラモール
TEL〈0569〉43-7181
FAX〈0569〉43-7191
営業時間 AM10:00～PM5:00

花器専科

良
寛

慈
愛
の
人

杉
本 

武
之

五
木 

寛
之

激
動
篇

上
下

親
鸞

良
寛
と
時
空
を
超
え
た

東
西
の
偉
人
た
ち
と
を
徹
底
比
較

混
迷
の
時
代
に
、求
め
ら
れ
る
も
の
と
は
何
か―

―

。

流
罪
の
地
・
越
後
で
、

親
鸞
の
新
た
な
物
語
が
は
じ
ま
る

半
世
紀
に
わ
た
る
研
究
成
果
が
こ
こ
に
結
実

　

̶
̶
̶
̶

良
寛
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
駆
者
だ
っ
た

発
行
：
ち
た
ろ
ま
ん

発
売
：
中
部
経
済
新
聞
社

定
価
：
2
、1
0
0
円

上
・
下
巻
セ
ッ
ト

定
価
：
3
、3
6
0
円

四
六
判
●
上
製
カ
バ
ー
装

ISBN
978-4-88520-145-5

本のご注文はあかい新聞店へ 常滑店/☎35-2861　武豊店/☎72-0356

2
0
1
2
年
1
月
14
日 

全
国
一
斉
発
売

楽しいバスの旅・・・
子供会・老人会・同年会 他
団体でのバス旅行は・・・

㈱名鉄知多バス旅行
☎0569-24-6651

葬儀のことなら…霊柩車から香典返しまで

電話〈0569〉35-2785　フリーダイヤル 0120-33-5909
（株）シイエスケイライフ 常滑市北条1-34

CSK葬祭・
誠意と真心であんしんのかけはし

常滑・青海

Ｅｍａｉｌ. hakutake@katch.ne.jp 

知多四国めぐり
関連書籍販売しています

知多四国めぐり
関連書籍販売しています

〒475-0032　愛知県半田市潮干町1番地の21　TEL〈0569〉29-2525（代）   FAX〈0569〉29-4500
URL http://www.handa-cp.co.jp　E-mail main@handa-cp.co.jp

グループ会社
プリ・テック株式会社●プリテックメディア株式会社●トーヨー印刷株式会社

総合印刷物企画・プランニング・デザイン・印刷・加工・オンデマンドデジタル印刷・デジタルメディア企画制作

見世
SHOP

〒479-0003　愛知県常滑市金山字上砂原123        　とこなめ焼卸団地
TEL 0569－43－7101       FAX 0569－43－7104

E-mail hoenkan@ceramall.or.jp

画廊
GALLERY

市場
MARKET

広場
PLAZA

工房
LABO

作り手と使い手を結ぶ工芸の森

●

電動ロクロコースもあります。親切、丁寧に指導いたします。電動ロクロコースもあります。親切、丁寧に指導いたします。

大駐車場完備
〒479-0832　愛知県常滑市松原町6丁目6番地の1

【施設のご案内】

TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745
●年中無休  ●営業時間　AM9:00～PM5:30

【施設のご案内】

●P大駐車場完備
〒479-0832　愛知県常滑市松原町6丁目66番地の1
TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745
●年中無休  ●営業時間　AM9:00～PM5:00

まるふく
　1F●やきもの展示即売
        ●『おとうふ工房 いしかわ』
　　　　とうふ、パン、きらずあげ等 販売
　2F●１１０名の陶芸教室
　 ●電動ロクロコース 絵付け 手ひねり等
セピカ
　1F●やきものギャラリー セピカ
　　　　月2回 個展開催

まるふく
　1F●やきもの展示即売
        ●『おとうふ工房 いしかわ』
　　　　とうふ、パン、きらずあげ等 販売
　2F●１１０名の陶芸教室
　 ●電動ロクロコース 絵付け 手ひねり等
セピカ
　1F●やきものギャラリー セピカ
　　　　月2回 個展開催

●常滑陶芸作家特選50人による陶芸作品
●古布・ちりめん小物
●布製カバン・ボタン多種
●創作服など
常設展示しております。

●常滑陶芸作家特選50人による陶芸作品
●古布・ちりめん小物
●布製カバン・ボタン多種
●創作服など
　常設展示しております。
《定休日のお知らせ》
　毎週水・木曜日、第１・第3土曜日

イシハラフードは　お客様と共に
「安心」「安全」「おいしさ」を食品を通して考えています。

確かな味、信頼の品質、地元商品の育成。
わたしたちには「こだわりの商品」がたくさんあります。

Quality Foods
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ち
ゃ
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個

百
円

▼
季
節
の
工
作「
節
分
か
ざ
り
」・
四
日

（
金
）～
三
十
一
日（
木
）午
前
九
時
～

午
後
四
時
半　

内
容　

染
め
た
ガ
ー

ゼ
や
豆
・
種
な
ど
で
鬼
や
お
多
福
を
作

り
、節
分
の
飾
り
に
仕
上
げ
ま
す　

材

料
費　

一
個
七
十
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
だ
る

ま
さ
ん
の
は
ん
こ
」・
二
十
日（
日
）～

三
十
一
日（
木
）午
前
九
時
～
午
後
四

時
半　

内
容　

ハ
ン
カ
チ
に
消
し
ゴ

ム
は
ん
こ
を
押
し
て
、だ
る
ま
の
絵
に

仕
上
げ
ま
す　

材
料
費　

一
枚
五
十

円▼
い
ろ
あ
そ
び「
は
ん
ぶ
ん
も
よ
う
」・

二
十
日（
日
）～
三
十
一
日（
木
）午
前
九

時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

布
に
半

分
だ
け
模
様
を
付
け
て
染
め
ま
す　

材
料
費　

一
枚
二
百
円

▼
草
木
染
め「
あ
か
る
い
き
い
ろ
を

そ
め
よ
う
」・
二
十
日（
日
）、二
十
二
日

（
火
）、二
十
三
日（
水
）午
前
九
時
～
午

後
四
時
半　

内
容　

樹
皮
の
染
料
で

黄
色
に
染
め
ま
す　

材
料
費　

一
枚

四
百
円
～　

そ
の
他　

限
定
三
十
枚

▼
春
よ
来
い
特
別
企
画
・
四
日（
金
）～

二
十
日（
日
）午
前
九
時
～
午
後
四
時

半「カ
イ
ト
」・
内
容　

シ
ー
ト
に
絵
を
描

い
て
、よ
く
揚
が
る
カ
イ
ト
を
作
り
ま

す　

材
料
費　

一
個
三
百
五
十
円（
限

定
二
十
個
）

「
か
く
だ
こ
」・
内
容　

組
み
立
て
済
み

の
角
だ
こ
に
絵
を
描
い
て
凧
糸
を
付

け
て
仕
上
げ
ま
す　

材
料
費　

一
個

三
百
五
十
円（
限
定
十
個
）

「
や
っ
こ
だ
こ
」・
内
容　

組
み
立
て
済

み
の
や
っ
こ
だ
こ
に
絵
を
描
い
て
凧
糸

を
付
け
て
仕
上
げ
ま
す　

材
料
費　

一
個
四
百
三
十
円（
限
定
十
個
）

「
十
円
ヒ
コ
ー
キ　

Ａ
・
Ｂ
」・
内
容　

そ

れ
ぞ
れ
の
飛
行
機
の
飛
び
方
の
違
い

を
感
じ
な
が
ら
作
り
ま
す　

材
料
費

　

各
一
個
十
円（
限
定
な
し
）

▼
カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う
・
六
日（
日
）午

前
十
時
～
午
後
三
時　

対
象　

ど
な

た
で
も　

た
だ
し
小
学
生
未
満
は
保

護
者
同
伴　

参
加
費　

無
料

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場　

チ
ケ
ッ
ト
発

売
・
二
月
十
七
日（
日
）①
午
前
十
時
半

～　

②
午
後
一
時
半
か
ら　

内
容　

プ
レ
ジ
ャ
ー
Ｂ
に
よ
る『
コ
メ
デ
ィ
ー
・

ク
ラ
ウ
ン
・
ミ
ニ
・
サ
ー
カ
ス
』の
公
演

　

入
場
料　

四
百
円　

満
二
歳
以
上

　

全
自
由
席　

一
人
四
枚
ま
で　

発

売
日　

五
日（
土
）か
ら　

発
売
場
所

　

勤
労
文
化
会
館
、東
部
・
岡
田
公
民

館
、ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、地
域
文
化
セ

ン
タ
ー　

電
話
予
約
は
不
可

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
内
）

▼
竹
内　

豊
明　

陶
展
・
六
日（
日
）～

十
五
日（
火
）午
前
九
時
～
午
後
五
時

半　

入
場
無
料

▼
ぬ
く
も
り
展
・
十
八
日（
金
）
～

二
十
八
日（
月
）午
前
九
時
～
午
後
五

時
半　

入
場
無
料

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
常
設
展
示
・
一
月
中　

陶
芸
品
、ち

り
め
ん
小
物
、古
布
、創
作
服
な
ど

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ

　
（
ま
る
ふ
く
内
）

▼
森
下
宗
則
陶
展
・
十
一
日（
金
）～

二
十
日（
日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
一
菁
陶
園
展
・
八
木
孝
幸
・
四
日（
金
）

～
八
日（
火
）午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
第
一
回
常
滑
高
校
美
術
部　

Ｏ
Ｂ

展
・
十
日（
木
）～
十
五
日（
火
）午
前
九

時
～
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
十
七
日（
木
）

～
二
十
九
日（
火
）午
前
九
時
～
午
後

五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
一
菁
陶
園
展
・
八
木
孝
幸
・
～
八
日

（
火
）午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
第
一
回
常
滑
高
校
美
術
部　

Ｏ
Ｂ

展
・
十
日（
木
）～
十
五
日（
火
）午
前
九

時
～
午
後
五
時

▼
一
菁
陶
園
展
・
八
木
孝
幸
・
十
七
日

（
木
）～
二
十
二
日（
火
）午
前
九
時
～

午
後
五
時

▼
小
松
栄
佳
・
中
川
貴
了　

二
人
展
・

二
十
四
日（
木
）～
二
十
九
日（
火
）午

前
九
時
～
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
池
谷
幸
子
陶
展
・
～
九
日（
水
）

▼
ア
ル
バ
ー
ト
・
サ
ス
ラ
ー
展
・
十
一
日

（
金
）～
二
十
三
日（
水
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
武
豊
町
小
中
学
校
書
写
作
品
展
・
九

日（
水
）～
二
十
三
日（
水
）

▼
グ
ル
ー
プ
空　

朗
読
会
・
二
十
二
日

（
火
）午
後
一
時
半
～
同
二
時
半　

演

目「
師
走
の
客
」宮
部
み
ゆ
き
・「
寒
い

灯
」藤
沢
周
平

▼
知
多
地
方
職
員
書
道
展（
知
多
書
道

研
究
会
）二
十
七
日（
日
）～
二
月
九
日

（
土
）

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
親
業
体
験
！
学
習
会「
子
ど
も
の
サ

イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
」・
八
日（
火
）午
前

九
時
四
十
五
分
～
正
午　

講
師　

親

業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

千
百
円　

問
合
せ　

親
業
サ
ー
ク
ル

稲
葉　

☎
72
─
７
１
３
８　

参
加
自

由　

託
児
あ
り（
要
予
約　

六
百
円
）

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
明
る
い
社
会

は
明
る
い
家
庭
か
ら
」・
八
日（
火
）午

前
十
時
～
正
午　

参
加
費　

無
料　

問
合
せ　

知
多
家
庭
教
育
研
究
会　

山
下　

☎
72
─
１
９
０
２　

参
加
自

由　

子
ど
も
連
れ
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
毎（
木
）午
後
一
時

半
～
同
四
時
半　

計
四
回（
三
日
は
除

く
）

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト
）・
十
二
日
、二
十
六
日

各（
土
）午
後
一
時
半
～
同
四
時

▼
消
防
出
初
め
式
・
十
三
日（
日
）午
前

九
時
半
～
同
十
一
時
半　

中
央
公
民

館
東
グ
ラ
ン
ド
に
て

▼
む
か
し
細
工
教
室　

わ
ら
ぞ
う
り

作
り
を
し
て
昔
の
生
活
を
知
る
・
十
九

日（
土
）　

定
員　

十
名　

参
加
費　

三
百
円　

申
込
・
問
合
せ　

歴
史
民
俗

資
料
館　

☎
73
─
4
１
０
０

▼
手
作
り
み
そ
教
室　

麦
味
噌
・
二
十

日（
日
）午
前
十
時
～
正
午　

講
師　

中
定
商
店　

中
川
安
憲
さ
ん　

定
員

　

二
十
名　

参
加
費　

桶
込
み　

四
千
九
百
円　

桶
持
参　

四
千
二
百

円▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座　

指
ヨ

ガ
で
冷
え
た
身
体
を
癒
し
ま
し
ょ
う
・

二
十
三
日（
水
）午
前
十
時
半
～
正
午

　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

ｙ　

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ　

定
員　

二
十
名　

無
料

▼
収
納
教
室　

整
理
整
頓
・
収
納
術
を

学
ん
で
住
ま
い
に
も
心
に
も
ゆ
と
り

の
あ
る
生
活
を
・
①
三
十
一
日　

家
族

が
集
う
リ
ビ
ン
グ　

②
二
月
七
日　

キ
ッ
チ
ン　

③
二
月
十
四
日　

増
え

て
し
ま
い
が
ち
な
洋
服
の
収
納　

各

（
木
）午
前
十
時
～
同
十
一
時
半　

計

三
回　

講
師　

平
野
敬
子
さ
ん　

定

員　

二
十
名　

参
加
費　

千
二
百
円

◎
武
豊
町
民
会
館

▼
知
多
半
島
春
の
音
楽
祭
二
〇
一
三

　

井
上
道
義
指
揮
＆
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」公
演
・
十
日（
木
）午
後

七
時
開
演　

ソ
プ
ラ
ノ　

中
嶋
彰
子

さ
ん　

演
奏
予
定
曲　

バ
レ
エ「
雪
だ

る
ま
」序
曲（
コ
ン
コ
ル
ド
）・
歌
劇「
ラ
・

ワ
リ
ー
」よ
り〝
さ
よ
う
な
ら
、故
郷
の

家
よ
〟（
カ
タ
ラ
ー
ニ
）他

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
け
と
よ「
文
化
の
町
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
」・
十
一
日（
金
）午
後
六
時

半
開
演　

講
師　

川
村
恒
明
さ
ん（
元

文
化
庁
長
官
）「
劇
場
、音
楽
堂
等
の
活

性
化
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
、施
行

さ
れ
ま
し
た　

町
の
役
割
は
？
ゆ
め

た
ろ
う
プ
ラ
ザ
の
役
割
は
？
豊
か
で

住
み
や
す
い
町
を
創
る
為　

み
ん
な

で
考
え
ま
し
ょ
う　

無
料　

受
付
中

▼
平
成
二
十
五
年
成
人
式
・
十
三
日

（
日
）午
後
一
時
～
同
三
時
半

▼
ゆ
め
プ
ラ
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
虹
色
の

笛
」コ
ン
サ
ー
ト
・
十
六
日（
水
）午
前

十
時
半
～
同
十
一
時
半　

曲
名　

サ

ウ
ン
ド　

オ
ブ　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ

り「
す
べ
て
山
に
登
れ
」、「
浜
辺
の
歌
」

ほ
か　

チ
ケ
ッ
ト　

五
百
円（
一
ド
リ

ン
ク
付
き
）

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
第
十
四
回　

ゆ
め
た
ろ
う
ス
マ
イ

ル
マ
ラ
ソ
ン
・
二
十
七
日（
日
）

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
新
春
お
た
の
し
み
会「
も
ち
つ
き
」・

十
二
日（
土
）午
後
一
時
半
～
同
三
時

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
新
春
お
た
の
し
み
会
・
十
二
日（
土
）

午
後
一
時
半
～
同
三
時

◎
長
尾
児
童
館

▼
元
気
に
マ
ラ
ソ
ン
・
十
二
日（
土
）午

後
一
時
半
～
同
三
時

◎
富
貴
児
童
館

▼
お
正
月
遊
び
を
し
よ
う
・
十
二
日

（
土
）午
後
一
時
半
～
同
三
時

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
講
座「
オ
リ
オ
ン

座
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
不
思
議
な
カ
ン

ケ
イ
？
」・
十
三
日（
日
）午
後
六
時
～

同
七
時
半　

講
師　

天
文
研
究
家　

浅
田
英
夫
氏　

定
員　

二
百
名（
要
予

約
）　

料
金　

大
人　

五
百
円　

小
人

　

三
百
円

▼
一
月
の
星
見
会「
上
弦
の
月
を
見

よ
う
」・
十
九
日（
土
）午
後
六
時
半
～

同
八
時　

定
員　

六
十
名（
要
予
約
）

　

料
金　

大
人　

三
百
円　

小
人　

二
百
円

▼「
Ｊ
Ａ
Ｌ
・
飛
行
機
の
不
思
議
」Ｊ
Ａ

Ｌ
の
専
門
家
に
よ
る
飛
行
機
講
座
①
・

二
十
六
日（
土
）午
後
四
時
～
同
五
時

　

当
日
午
後
三
時
よ
り
整
理
券
配
布

◎
碧
南
白
竹
木
材

　

白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
白
竹
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
奇
数
月

の
第
三
土
曜
日
に
開
催
）─
一
月「
睦
月

の
集
い
」─
・
十
九
日（
土
）午
後
七
時

～
同
九
時　

樅
山
善
久
氏
の
絵
手
紙

集「
こ
だ
わ
っ
て
生
き
る
」冊
子
出
版

に
つ
い
て　

会
費　

千
五
百
円（
冊
子

付
）　

※
予
約
制

（７）　平成25年１月１日
  

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　
　
　

伝
統
工
芸
士

　
　
　
　

吉　

川　

壺　

堂
さ
ん

　

父
は
ロ
ク
ロ
引
き
の
職
人
。
弟
は
急
須
職
人
。

そ
し
て
、弟
の
造
っ
た
急
須
に
加
飾
を
入
れ
る
職

人
が
吉
川
壺
堂
さ
ん
だ
。

　

将
来
、安
泰
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を
投
げ

打
っ
て
、加
飾
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。そ
し
て
、

40
数
年
が
過
ぎ
た
。「
や
り
が
い
が
あ
っ
て
、今
ま

で
、や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
」と
、い
う
。
吉

川
さ
ん
の
加
飾
は
、気
の
遠
く
な
り
そ
う
な
作
業

の
連
続
だ
。
急
須
と
い
う
キ
ャ
ン
バ
ス
に
小
躍

り
す
る
気
持
ち
で
繊
細
に
図
柄
や
文
字
を
彫
っ

て
い
く
。
吉
川
さ
ん
は
、そ
の
過
程
を
す
ご
く
楽

し
ん
で
い
る
。

　

単
純
に
純
粋
に
彫
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
、

彫
っ
て
み
た
。
素
敵
だ
な
ぁ
、き
れ
い
だ
な
ぁ

と
思
っ
た
も
の
を
素
直
に
彫
っ
て
み
た
く
な
る
。

何
を
こ
こ
に
彫
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
、す
ぐ
に
湧
く
。そ
し
て
、手
が
動
く
。こ
の

絵
や
文
字
は
似
合
う
の
だ
ろ
う
か
と
、迷
う
こ

と
も
な
い
。
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、こ
れ
な
ら
確

実
に
い
け
る
と
い
う
自
信
が
あ
る
か
ら
だ
。
少

し
華
や
か
な
彫
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
な
ぁ

‥
‥
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、と
び
っ

き
り
高
価
な
加
飾
は
、よ
く
売
れ
る
。「
高
価
な

も
の
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
ん
だ
よ
。こ
れ
ぞ
!!
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」と
、吉
川
さ
ん
の
鼻
息
は

荒
い
。

　

吉
川
さ
ん
の
加
飾
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
豊

富
だ
。
歌
舞
伎
、安
藤
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
、

小
倉
百
人
一
首
、七
福
神
と
、何
ん
で
も
彫
っ
て

し
ま
う
。
今
で
も
、誰
に
も
ま
ね
の
で
き
な
い
加

飾
を
吉
川
さ
ん
は
追
求
し
続
け
て
い
る
。ま
だ
ま

だ
、加
飾
の
高
度
化
、進
歩
の
余
地
は
十
分
に
期

待
で
き
る
と
い
う
。
細
か
す
ぎ
て
、丁
寧
す
ぎ
る

作
業
に
は
驚
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
理
解
不
能
の

お
手
上
げ
の
私
に
、吉
川
さ
ん
の
加
飾
技
術
は
常

滑
特
有
な
ん
だ
よ
と
、教
え
て
く
れ
る
。
常
滑
の

緻
密
な
粒
子
の
土
に
彫
っ
て
い
る
か
ら
、細
か
な

デ
ザ
イ
ン
も
彫
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

吉
川
さ
ん
の
加
飾
は
中
国
や
台
湾
の
富
裕
層

に
専
ら
人
気
だ
。
今
年
も
中
国
で
個
展
を
予
定

し
て
い
る
。
加
飾
が
売
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
け

れ
ど
、生
真
面
目
に
加
飾
業
界
の
今
後
を
考
え
た

ら
、や
は
り
、後
継
者
の
育
成
が
一
番
の
悩
み
の

種
と
い
う
。
加
飾
の
後
継
者
育
成
事
業
を
現
在

も
継
続
中
だ
。
若
手
が
育
た
な
い
ん
だ
よ
ね
と
、

た
め
息
が
何
度
も
聞
こ
え
た
。

　

休
日
に
は
自
転
車
を
こ
よ
な
く
愛
し
、卓
球
、

ゴ
ル
フ
、野
球
に
釣
り
と
、ア
ウ
ト
ド
ア
感
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
週
末
は
、平
日
を
加
飾
に
没
頭
す

る
吉
川
さ
ん
に
と
っ
て
大
事
な
ス
パ
イ
ス
と
し

て
欠
か
せ
な
い
よ
う
だ
。　      （
赤
井 

伸
衣
）

郷土を知る（百八十三）
奥 川 弘 成

長
尾
城

　

武
豊
町
字
金
下
、
J
R
武
豊
駅

と
武
豊
小
学
校
に
挟
ま
れ
た
丘
に

長
尾
城
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
丘
は
、

か
つ
て
字
上
ケ
や
下
門
の
集
落
の

あ
る
丘
に
繋
が
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

現
在
は
、
独
立
丘
と
な
っ
て
い
て

標
高
は
６
ｍ
ほ
ど
、
南
北
１
０
０
ｍ

×
東
西
４
０
ｍ
ほ
ど
周
辺
の
低
地
と

の
比
高
差
は
３
～
４
ｍ
ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
丘
の
基
盤
層
は
、
砂
礫
層
が

主
体
で
３
㎝
×
１
㎝
ほ
ど
の
円
礫
を

含
む
土
層
上
に
、
礫
を
ほ
と
ん
ど
含

ま
な
い
砂
層
が
互
層
と
な
っ
た
地

山
で
す
。

　

こ
の
独
立
し
た
丘
の
北
端
は
、
現

集
落
や
武
雄
神
社
の
あ
る
段
丘
に

繋
が
り
、
長
尾
城
の
築
城
の
際
に
分

離
さ
れ
て
、
堀
川
や
も
し
く
は
支
流

で
あ
っ
た
西
光
寺
池
、
あ
さ
り
池
か

ら
の
水
路
が
囲
む
水
堀
と
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

武
豊
旧
町
誌
が
次
の
よ
う
に
伝

え
て
い
ま
す
。

神
戸
川
の
変
遷

　

元
禄
12
年
卯
4
月
（
1
6
9
9

年
）広
目
村
庄
屋「
嘉
右
衛
門
」よ
り

社
寺
奉
行
所
へ
差
出
さ
れ
た
御
達

書
に
よ
れ
ば
、
現
在
神
戸
と
称
せ

ら
れ
て
い
る
部
落
は
、
本
町
の
東
北

端
、
半
田
市
有
楽
町
（
旧
成
岩
町
字

東
馬
場
・
字
西
馬
場
）
を
中
心
と
す

る
土
地
に
居
住
し
て
い
て
、
こ
の
部

落
を
東
西
に
流
れ
る
川
を
神
戸
川

と
言
う
…
と
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
現

在
の
神
戸
川
で
あ
る
が
こ
の
川
は

も
と
そ
の
源
を
本
町
の
西
南
端
、
原

田
の
山
中
に
発
し
て
大
足
、
長
尾
両

村
の
間
に
流
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ

の
川
が
長
尾
城
お
よ
び
武
雄
神
社

の
東
を
南
よ
り
北
に
流
れ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
川
が
、
長
尾
城
本
城
の

天
然
の
堀
と
な
り
、
見
座
の
東
に
出

て
村
の
北
端
で
現
在
の
石
川
の
支

流
を
合
わ
せ
、
成
岩
と
の
境
界
よ
り

源
を
発
し
、
板
山
か
ら
流
れ
出
る

支
流
を
合
わ
せ
て
、
衣
ヶ
浦
に
注
い

だ
と
寛
文
４
年
「
神
谷
守
定
の
奥
記

あ
る
記
録
」
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

（
地
図
、
長
尾
城
当
時
の
地
形
並
び

史
跡
配
置
図
参
照
）

　

し
か
し
、
尾
張
藩
は
新
田
開

発
、
農
業
経
済
の
確
立
が
国
政

の
根
幹
で
あ
る
と
…
藩
政
に
意

を
注
ぎ
、
寛
文
７
年
（
1
6
6
7

年
）
塩
瀬
開
設
の
た
め
、
犬
山

城
主
「
成
瀬
隼
人
正
」
に
よ
っ

て
、
そ
の
本
流
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
本
流
を
、
長
尾
村
と

大
足
村
の
村
界
に
お
い
て
海
に
切

り
落
と
し
、
現
在
の
堀
川
と
し
た
。

ま
た
板
山
か
ら
流
れ
出
る
支
流
を

北
方
に
瀬
違
し
で
、
現
在
の
神
戸
川

を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　

沖
積
地
の
田
畑
に
と
っ
て
は
元

凶
で
あ
っ
た
悪
水
は
、
そ
れ
を
利
用

し
て
水
堀
と
し
て
、
湿
泥
地
と
し
た

後
堅
固
な
機
能
を
も
た
せ
て
い
た

長
尾
城
の
周
り
は
、
江
戸
期
の
灌
漑

に
よ
っ
て
田
と
な
り
、
後
に
埋
め
立

て
ら
れ
住
宅
地
と
な
り
、
当
時
の
地

形
を
と
ど
め
る
と
こ
ろ
も
わ
ず
か

と
な
っ
て
い
る
。

蔦
紅
葉
最
後
の
一
葉
残
り
た
り 

吉
田
ひ
ろ
し

寒
灯
や
句
作
悩
ま
す
散
ら
し
書
き 

桑
山　

撫
子

は
ら
か
ら
の
寄
っ
て
来
る
な
り
芋
畑 

冨
田　

悦
子

錦
絵
の
ご
と
き
紅
葉
の
永
観
堂 

藤
井　

文
月

木
枯
し
に
吹
か
れ
散
り
行
く
議
員
か
な 

清
水
ド
ラ
吉

五
十
五
年
振
り
の
母
校
や
秋
惜
し
む 

江
端　

久
恵

茂
し
望
み
蒔
き
し
豌
頭
芽
立
ち
お
り 

舩
坂　

兼
夫

大
和
魂
散
る
こ
そ
花
と
憂
国
忌 

中
尾　

節
也

秋
深
し
千
木
の
青
錆
古
き
宮 

中
村　

和
弘

お
隣
と
話
が
は
ず
み
日
向
ぼ
こ 

岩
田
つ
ま
子

天
と
地
に
銀
杏
の
黄
葉
浄
土
界 

竹
内
三
千
彦

冬
将
軍
殊
更
早
く
罷
り
越
す 

磯
村
美
耶
子 

茶
の
花
の
楚
々
と
咲
き
た
る
尼
の
寺 

澤
田　

藤
子

路
地
を
行
く
は
し
ゃ
ぐ
子
と
母
七
五
三 

村
井
み
さ
を

山
茶
花
の
赤
散
ら
ば
り
て
庭
動
く 

塚
本　

千
鶴

マ
ス
ク
し
て
殻
に
籠
れ
り
電
車
内 

谷
川
と
志
江

北
風
に
声
そ
が
れ
ゆ
く
選
挙
カ
ー 

片
岡　

光
子

北
風
に
吹
か
れ
る
ま
ま
の
我
が
人
生 

浦
崎
ひ
と
み

命
あ
る
も
の
懐
に
山
眠
る 

加
藤　

久
子

主
婦
業
に
終
り
は
な
く
て
根
深
汁 

斉
藤　

浩
美

大
マ
ス
ク
黄
色
帽
子
の
列
す
ぎ
る 

蟹
江　

永
了

客
来
た
り
夜
の
馳
走
に
根
深
汁 

村
田　

政
子

神
々
し
い
縄
文
杉
の
山
粧
う 

荒
川　

達
雄

枯
芒
揺
ら
し
特
急
通
過
せ
り 

村
井　

範
子

野
良
猫
を
呼
べ
ば
振
り
む
く
寒
き
夜 

竹
内
ユ
ミ
子

木
漏
れ
日
に
映
え
る
紅
葉
古
都
の
寺 

山
中　

博
子

冬
日
落
つ
九
重
連
山
色
変
え
る 

都
築　

信
子

短
日
を
使
ひ
果
た
し
て
芭
蕉
展 

竹
内　

艶
子

銀
杏
を
ひ
ろ
ひ
て
二
人
茶
碗
蒸
し 

服
部　

窯
平

は
つ
日
の
出
地
球
を
包
む
た
ま
て
箱 

中
村　

洋
子

　

新
年
を
迎
え
、今
年
も
亦
、夢

と
希
望
の
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
と
祈
る
日
々
。

　

ふ
り
返
れ
ば
、戦
時
下
に
中

学
時
代
を
送
っ
て
い
た
頃
は
、

月
月
火
水
木
金
金
と
、土
曜
、日

曜
な
し
で
軍
需
工
場
で
働
い
て

い
た
日
々
。時
に
は
ア
メ
リ
カ

軍
の
空
襲
で
、あ
わ
や
我
が
身

も
の
体
験
も
二
度
三
度
。ま
さ

に
明
日
を
も
知
れ
ぬ
我
が
命
で
、

夢
や
希
望
な
ん
て
考
え
も
で
き

な
か
っ
た
日
々
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
我
が
身
な
が
ら
、学

生
々
活
最
後
に
纏ま
と

め
た
卒
業
論

文
は「
知
多
半
島
産
の
淡
水
魚

類
。特
に
そ
の
地
理
的
分
布
」で
、

各
市
町
の
ど
の
川
に
、ど
ん
な

魚
が
棲
ん
で
い
る

か
を
調
査
し
纏ま
と

め

た
も
の
。

　

あ
れ
か
ら
ウ

ン
十
年
。当
時
は

田
ん
ぼ
や
小
川
に

普
通
に
い
た
メ
ダ

カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
も
、

今
や
絶
滅
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
。

　

最
近
は
川
の

魚
の
話
が
出
る
と
、

メ
ダ
カ
っ
て
ま
だ

い
る
ん
で
す
か
と

聞
か
れ
た
り
す
る
。

　

で
も
、川
の
魚

大
好
き
オ
ジ
イ
の
始
め
た
も
う

一
つ
の
こ
と
は
、魚
の
胸
び
れ
の

基
に
あ
る
魚
の
形
を
し
た
骨
集

め
。こ
れ
は
鯛
の
タ
イ
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、魚
の
種
類
に
よ
っ

て
違
う
形
を
し
て
い
る
の
が
興

味
を
そ
ゝ
る
。

　

事
の
起
こ
り
は
、ラ
ン
チ
を

食
べ
に
入
っ
た
芳
味
寿
司
で
、

胸
鰭
の
辺
り
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い

て
、魚
の
形
を
し
た
面
白
い
骨

を
見
付
け
た
こ
と
に
よ
る
。興

味
深
か
気
な
私
に
、後
日
、息
子

さ
ん
は
ク
ロ
ダ
イ
、セ
イ
ゴ
、タ

チ
ウ
オ
の
鯛
の
タ
イ
を
下
さ
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、鯛
の
タ

イ
集
め
に
没
頭
し
始
め
、今
や

集
め
た
数
は
川
の
魚
16
種
類
、

海
の
魚
46
種
類
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
私
に
去
年
の
暮
、芳

味
の
親
子
さ
ん
が
ハ
イ
宿
題
！

と
出
し
た
の
が
コ
ハ
ダ（
コ
ノ
シ

ロ
の
稚
魚
）と
イ
シ
モ
チ
。

　

家
で
早
速
、作
業
開
始
。で
も

コ
ハ
ダ
の
鯛
の
タ
イ
に
尾
部
が

無
い
。稚
魚
で
ち
切
れ
た
の
か

ナ
と
思
い
、草
思
社
刊
行
の「
鯛

の
タ
イ
」で
確
認
す
れ
ば
OK
。

　

黒
色
紙
に
並
べ
、張
り
付
け

宿
題
完
成
。お
め
で
と
う
！

知
多
の
動
植
物
雑
記（
二
九
二
）

原　
　
　
　

穣

宿題、やれました

アメージンググレイス
ネイティブアメリカンフルートの響き

　 チケット料金   前売り券 2,000円（当日券 3,000円）/ 学生券 1,000円※未就学児入場不可
チケットの取り扱い  ●ゆめたろうプラザ…TEL 0569-74-1211
 ●ミュージックメイトマツイシ 知多半田駅前…TEL 0569-24-0675
 ●チケットぴあ…TEL 0570-02-9999（Pコード：184-375）http://pia.jp/t
 　お近くのチケットぴあのお店、サークルK・サンクス、セブン・イレブン各店舗でも直接お買い求めいただけます。
　　お問合せ　 ネイティブアメリカンフルート セイミおふぃす…TEL 0569-89-7127

2013年2月9日㈯   開場｜午後6時半   開演｜午後7時
ゆめたろうプラザ（武豊町民会館）輝きホール

出演者｜Mark Akixa（NAフルート） / イネ・セイミ（Flute & NAフルート）
　　 MABO 雅弥（パーカッション） / 太田光宏（ギター）

知多半島
春の音楽祭2013
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川元 晴
は

琉
る

 （7才）　琉
る

唯
い

 （2才）　半田市春日町 相川 栞
か ん

大
た

 （2才）　優
ゆ

芽
め

 （1ヶ月）　昊
こ う

輝
き

 （4才）　常滑市飛香台

愛知県名古屋市中川区乗越町1丁目37-3

TEL 〈052〉362-1531（代）

タオル・繊維商品及び輸入雑貨等総合卸

人と人とをつなぐ
　　『かけ橋』になりたい

名城商事株式会社


